
Komazawa University

NII-Electronic Library Service

シ

カ
ゴ

万

博

二

八
九
三
）

と

黒

人
女
性

ー
ア

イ

ダ
・

B
・

ウ
ェ

ル

ズ

と

フ

ァ

ニ

ー
・

B
・

ウ

ィ

リ

ア

ム

ズ

の

場
合
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岩
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一

九
九
二

年
は

、

コ

ロ

ン

ブ

ス

（

O
『

ユ
ω

8
℃

げ

會

Oo

ぎ
旨
げ

坦
。。

）

が
、

北
米
大
陸
の

バ

ハ

マ

諸
島
の
一

つ

（

彼
は

そ
こ

を

サ
ン

サ
ル

バ

ド

ル

島
と

命

名
し

た
。

）

に

到

着
し

た
一

四

九
二

年
か

ら

丁
度
五

百

年
目

に

あ
た
っ

た
。

セ

ビ

リ

ア

万
国
博
覧
会、

バ

ル

セ

ロ

ナ
・

オ

リ
ン

ピ
ッ

ク
に

代
表
さ

れ
る

記
念
行
事

、

シ

ン

ポ
ジ

ウ
ム

、

あ

る

い

は

関
連
行
事
が
、

世
界
各
地
で

行
わ

れ

た
。

到
着
日
の

十

月
十
二

日
を

記
念
し

て
、

合
衆

国
で

は

十

月

　
　
　

　
　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　
　

　　

第
二

月
曜
日

を

「

コ

ロ

ン

ブ
ス

・

デ
i

」

（

Oo

ご
日
げ

ロ
。゚

一

）

躇
）

と
し

て
、

連
邦
法

定
祝
目
と

制
定
し

て

い

る
。

　
ヨ

ー

ロ

ッ

パ

人
に

と
っ

て

の

地
理
上
の

「

発
見
」

は
、

ア

メ

リ

カ

大
陸

先
住
民
に

と
っ

て

は
、

決
し
て

歓
迎
さ
れ

た

事
実
で

は

な
か

っ

た

は

ず

（

2
）

だ
。

し

か
し

、

百

年
前
の

四

百
周
年
の

年
に

は
、

合
衆
国
で

は

ど
の

様
に

捉
え

て

い

た
の

だ

ろ

う

か
。

　
「

発
見
」

と

い

う

言
葉
に

何
の

疑
問
も

持
た

ず
、

白
人
達
は

自
ら
の

国
家
の

繁
栄
を

謳
歌
し

て

い

た
。

「

ア

メ

リ
カ

発
見
四

百
年
記
念
」

を

お

祭
騒
ぎ
と

し
て

祝
い

、

シ

カ
ゴ

（

O
匡
爵
αqp

巳．
）

で

の

万
国
博
覧
会
を

企
画
し

た
。

そ
の

呼
び

名
は

、

コ

ロ

ン

ブ

ス

の

名
に

ち

な

ん

だ

世
界
コ

ロ

ン

ビ

ア

博

覧

会

（

跨
。

芝
霞
匡、
ω

O
。
一

β

日
ぴ

猷
ロ

国

砦
o
°。
一

け

一

8
）

と

か
、

シ

カ
ゴ

万

国
博
覧
会
（

些
Φ

O
霞
8
αq
。

煢
。
目

＝

評
畔
）

な
ど

と

さ

れ

た
。

本
稿
で

は

シ

カ
ゴ

万

博
、

あ

る
い

は

万

博
と

略

記

す
る

。

　
こ

の

万
博
と

同
時
代
の

黒
人

女
性
と

の

接
点
を
検
討
す
る

こ

と

が

本
稿
の

目

的
で

あ

る
。

一

九
世
紀
末
に

お

け
る

黒
人

女
性
の

状
況
を

考
察
す
る
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上
で

、

シ

カ
ゴ

万

博
と
の

関
わ

り
は

重
要
な

意
味
を

持
つ

と

思
わ

れ
る

。

彼
女
達
に

と
っ

て

大
き

な

転

換
点
と

な

る
、

全
米
組
織
設
立
へ

の

誘
因
と

も
な
る

た

め

で

あ

る
。

す
で

に
、

合
衆
国
の

歴
史
研
究
者
の

間
で

は
、

シ

カ
ゴ

万

博
と

黒

人
と
の

関
係
を

考
察
す
る

研
究
業
績
が

あ

る
。

し

か
し

、

日

本
で

は
、

黒
人
史
研
究
は
か

な

り

進
ん

だ

分
野
な
が

ら
、

黒
人
女
性
史
は

始
ま
っ

た

ば
か

り
の

状
態
で

、

特
に

こ

の

シ

カ
ゴ

万

博
と
の

接
点
を
考

　
　
　

　
　
　

　
　
　
　

　
　

き
　

察
し

た

論
考
は

見
当
た

ら
な
い

。

　
万

博
と

黒
人
男
性
と
の

関

係
は

、

ラ
ド

ウ
ィ

ッ

ク

（

国

田
o
叶

ζの

幻

＆
a
爵
）

と
マ

イ

ヤ

ー

（

》

讀
ロ

曾

ζ
Φ

δ
同

）

に

よ
っ

て
、

一

九
六

五

年
に

　
　
　

　
　
　

　
　
　
　

　
（

4
）

共
同
論
文
が

発
表
さ
れ

て

い

る
。

万

博
開
催
前
後
の

新
聞

、

特
に

黒
人
新
聞
の

記
事
を
史
料
と
し

て
、

シ

カ
ゴ

万

博
に

お

い

て
、

当

時
の

黒
人

（

男

女
共
に
）

が

ど
の

様
な

立

場
に
あ
っ

た

か

を
、

簡
潔
な
が

ら

要
領
よ

く
ま

と

め
、

全
体
像
を
描
き

出
し

て

い

る
。

こ

の

論
文
か

ら
、

九

年
後
の
一

　
　
　

　
　
　

　
　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　

う　

九
七

四

年
に

、

黒
人
女
性
研

究
者
マ

ッ

サ

（

 
rH
岡

口
　

ζ
陶
ロoooP

）

に

よ
っ

て

万

博
に

お

け

る

黒
人
女
性
の

立

場
を

考
察
す
る

論
文
が

発
表
さ

れ
た

。

マ

ッ

サ
の

問
題

意
識
は

、

彼
女
の

言
葉
に

よ

れ

ば
、

ラ

ド
ウ
ィ

ッ

ク

達
と

同
様

、

万
博
と

の

関
わ

り

方
を

検
討
し

、

評
価
す
る

こ

と

で

あ
る

。

し

か

し
、

そ
の

対

象
を
黒
人

女
性
及
び

関
わ
っ

た

白
人

女
性
と

し

た

点
が

特
徴
で

あ
る

。

史

料
は

黒
人
新
聞
以

外
に

、

女
性
達
の

書
簡
集

、

委
員
会
の

議

事
録
な

ど
、

豊
富
な
一

次
史
料
を
駆
使
し
、

丁

寧
す
ぎ
る

程
に

個
々

の

問
題
に

触
れ
、

詳
細
な

検
討
が

な

さ

れ
て

い

る
。

　
こ

れ

ら
の

研
究
業
績
を
踏
ま

え
て

、

本
稿
で

は
、

同

時
代
の

黒
人
女
性
知
識
人
の

中
か

ら
、

二

人
を

選

択
し

、

彼
女
達
を

通
し

て

シ

カ
ゴ

万

博
を

　
　
　

　
　
　

　
　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
ハ
　

　

検
討
し

た
い

。

そ
の

二

人
と

は

ア

イ
ダ
・

B
・

ウ
ェ

ル

ズ

（
H
創
鋤

　
剛｝°

白
Φ
一一
〇ゆ

”
　
ド
Qo
 
bOi

同

O
ω
H

）

と

フ

ァ

ニ

i
・

B
・

ウ
ィ

リ
ア

ム

ズ

（

閏

穹
巳
 

ゆ

舘
活

葭

髫
崔
ド
ヨ
ω

”

H
。。

qq

占
 

置
）

で

あ
る

。

同
時
代
に

シ

カ
ゴ

で

活
躍
し

た

と
い

う
共
通
点
を
持
ち
な
が

ら
、

生
い

立

ち
、

生
活
環
境

、

そ
れ

に

伴
う
経

験
な
ど

が

対
照
的
に

異
な

る
こ

の

二

人
の

言
動
を
検
討
す
る

こ

と

で
、

一

九

世
紀
末
の

黒

入
女
性
達
の

運

動
の

原
点
を

考
察
し

た
い

と
思
う

。
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南
北
戦
争
終
了

後、

ア

メ

リ

カ

合
衆
国
は

急
激
に

工

業
化
し

、

一

八

六

〇
年
か

ら

四

十

年
問
で

、

工

業
投
資
額
を
十
二

倍
に
、

年
工

業
生
産
額
を

六

倍
に

増
や
し

、

世
界
｝

の

工

業
国
と

な
っ

た
。

産
業
発
展
に

伴
い

、

都
市
も
急
速
に

拡
大
し

、

一

八

六
〇

年
に

人
口

の

二

〇

％
に

過
ぎ
な

か
っ

た

都
市
人
口

（

人
口

二

五

〇

〇

人
以
上
）

は
、

一

九
〇
〇
年
に

は

四

〇

％
に

達
し

て

い

た
。

こ

う
し

た
一

九
世
紀
後
半
の

ア

メ

リ

カ

合
衆

国
の

高
度
成

長
を

象
徴
す
る

都
市
と

し

て
、

シ

カ
ゴ

が
挙
げ
ら

れ

る
。

　
シ

カ
ゴ

は
一

八
三

三

年
に

は

人
口

約
二

百
人
の

町
で

、

中
西
部
の

先
住
民
イ
ン

デ

ィ

ア

ン

を
相
手
に
し

た

交
易
地
で

あ
っ

た
。

そ

れ
が

、

運
河
の

開
設

、

鉄
道
の

建
設
な
ど

に
よ
っ

て

農
産
物
の

集
散
地
か

ら
、

東
西
の

接
合
点
と
な
り

、

さ

ら
に

農
業
機
械
製
造
や

食
肉
工

業
な

ど

に

よ
る

工

業
都

市
へ

と

発
展
し

た
。

南
北
戦
争
直
後
に

は

人
口

三

十

万
都

市
と

な
り

、

一

九
〇
〇
年
に

は

人
口
一

七

〇
万

人
と

増
加
し

、

ニ

ュ

ー

ヨ

ー

ク

（

2
 

尋

鴫
oH

銅

Z．
団
し

に

次
ぐ

合
衆
国
第
二

の

大
都
市
と

な
っ

た
。

国
内
外
に

自
ら
の

巨
大
な
生

産
力
を

誇
示
し

よ

う
と
し

た

世
紀
の

祭
典

、

万

国
博
覧

会
の

開
催
地
と

し

て

シ

カ
ゴ

が
選
ば
れ

た
こ

と
は

、

ア

メ

リ

カ

経
済
発
展
を

反
映
す
る

地
と

し

て

当
然
の

こ

と

で

あ
っ

た
ろ

う
。

　

シ

カ
ゴ

万
博
の

中
心

テ

ー
マ

は
、

　
「

科
学
技

術
の

発
展
と

工

業
へ

の

応
用
」

で

あ
っ

た
。

　
「

新
世
界
発
見
」

四

百
周
年
祝
賀
の

祭
典
と

し

て
、

一

入

九
二

年
に

開
幕
の

予

定
が

、

パ

ビ

リ

オ
ン

建
設
の

遅
れ

か

ら
、

正

式
な

開
幕
は

翌
年
五

月
一

目

と

な
っ

た
。

し

か

し
、

不
完
全
な

建
設
中
の

会

場

な

が

ら
、

九
二

年
十

月
二

三

目

に
、

十

万

人
の

見
物
人

を
集
め

、

ジ
ャ

ク

ソ

ン

広
揚

（

冒
。

犀
ω

o
ロ

℃

胃
犀
）

　
で

仮
の

開
幕
式
が

行
わ

れ

た
。

モ

ー

ト

ン

副
大

統
領
（

H、
 

〈
一

　

ζ
O
壇

酔

O
昌
）

は

「

こ

の

会
場
の

建
築
物
を
人
類
に

捧
げ
る

。

」

と

演

説
し

た
。

視
覚
芸
術
の

宮
殿

（

浮
 

勺

巴
⇔

80
宀

国

器

〉
蹄
ω

）

か

ら

水
産
業
館

（

酔
Φ

国
ω

げ
Φ

臥
Φ
ω

じd
巳
匡
ヨ
σq
）

ま

で

の

全
て

の

建
築
物
が

、

人
類
の

英
知
を

集
め

て

建
設

さ

れ
、

当

時
の

合
衆
国
の

繁
栄

を

代
表
し

て

い

た
。

　

仮
開

幕
の

時
点
で

、

す
で

に

見
物
人
の

耳
目
を

ひ

い

た

呼
び

物
が

二

つ

あ
っ

た
。

　一

つ

は

発
明
家
フ

ェ

リ

ス

（

O
Φ

o

お
 

夕
訓

O°
閃
Φ

貸

ε

に

よ
っ

て

作
ら

れ

た

大
観
覧
車
（

け

げ
 

一

刃

Φ
目
同
一

駒o
　

零
げ
O
Φ
一

）

だ
っ

た
。

直
径
が

七

六

メ

ー

ト

ル

で
、

三

六

個
の

展

望
車
を
つ

け
、

最
上

位
置
か

ら
は

会
場

の

全
て

の

建

物
が

見
渡
せ

た
。

も
う
一

つ

の

呼
び

物
は

「

小

さ
な
エ

ジ

プ

ト
」

（
．^

］

U
蹄

ユ
O
　

団
σq
団

娼
け、”

）

と

呼
ば

れ
る

踊
り

子

だ
っ

た
。

自
称
ペ

ル

シ

ャ

出
身
の

彼
女
は

、

絹
の

ズ
ボ

ン

を

履
き

、

両
手
に

持
つ

ハ

ン

カ

チ

を

振
っ

て
、

身
体
を
く
ね

ら
せ

な
が
ら

挑
発
的
に

踊
る

姿
は

、

見
物
人
の

女
性

一一
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ア
　

達
に

と
っ

て

大
変
な

衝
撃
で

あ
っ

た
。

　

仮
開
幕
か

ら

す
で

に

半
年
が
過
ぎ
、

何
百
万
人

も
の

訪
問
者
を

記
録
し

て

い

た

万
博
で

あ
っ

た

が
、

正

式
な

開
幕
式
は

、

九
三

年
五

月
に

催
さ

れ

た
。

政
権
交
替
に

よ

り

合
衆
国
史
上

例
の

な
い

二

度
目
の

当
選

を

果
た

し

た

民
主

党
ク

リ

ー

ヴ
ラ
ン

ド

大
統
領
（

90
〈

臼

Ω
 
〈
 

ド

a
）

は
、

会

揚
に

集
う
聴
衆
の

前
で

、

豪
奢
な

紫
色
の

箱
に

入
っ

た
電
気
の

ス

イ
ッ

チ

を

押
し

た
。

そ
の

途
端

、

大
噴
水
か

ら
水
が

噴
き
出
し
、

合
衆
国
国
旗
が

　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
（
8

）

掲
揚
さ

れ
、

自
由
の

女
神
像
に

か

け
ら

れ

た

垂

幕
が

外
さ
れ

た
。

会
揚
に

は

古
代
ギ

リ
シ

ャ

様
式
の

き

ら

き
ら

輝
く

白
い

建
物
が
立

ち

並
び

、

そ

の

　
　

　
　
ホ

ワ

イ

ト
　

シ

テ

ィ

一

郭
は

「

白
い

都
市
」

と

命
名
さ
れ

た
。

ワ

ス

プ
（

鬢
》
Qo
勺

）

文
明
の

繁
栄
を

宣
伝
す
る

万
博
で

あ
っ

た
こ

と

を
考
え
る

と
、

も
っ

と

も
な

名
称
で

は

あ
っ

た
が

、

こ

れ

に
よ

り
、

傷
つ

く
人
々

の

こ

と

は

後
に

論
じ

る
。

　
シ

カ
ゴ

万

博
は

九
三

年
十

月
三

十

日
で

閉
幕
し

た
。

実
質
一

年
以
上
続
い

た

博
覧
会
の

興
行
収
益
と

し

て
、

シ

カ
ゴ

に

は

入
場
料
金
だ

け
で

も

千

五

十
万

ド
ル

入
っ

た

と

さ

れ

る
。

と

こ

ろ

が
、

延
べ

二

七

万

人
と

言
わ

れ
る

訪
問
客
に

白
い

都
市
を
印
象
づ

け

た
こ

の

会
揚
で

、

閉
幕

後
の

九
四

年

一

月
八

日

に

火
災
が

発
生
し

、

二

百
万
ド

ル

の

損
害
を
出
し

た
。

合
衆
国
の

発

明
品
の

陳
列
箱
と

言
わ

れ

た

美
し
い

白
い

都
市
は

、

も
は

や

跡
形
も

な

く

消
え
て

し

ま
っ

た
。

　
し

か
し

人
々

の

心

に

は
、

コ

ロ

ン

ブ

ス

の

航
海
に

使
わ

れ

た
三

隻
の

帆
船
の

レ

プ

リ
カ

、

ヤ

ー

キ

ー

ズ
の

大
望
遠

鏡
、

ニ

ュ

ー
ヨ

ー

ク
と

結
ん

だ

長
距

離
電

話
、

動
く
歩
道
な
ど

、

数
々

の

驚
異
的
な

展

示
物
の

思
い

出
が

残
っ

た
。

た

だ
、

こ

の

思
い

出
が

「

も

う
一

つ

の

シ

カ
ゴ
」

に

過
ぎ

な
い

こ

と

に
、

多
く
の

訪
問
者
達
は

気
づ

い

て

い

な

か
っ

た
。

工

業
都
市
シ

カ
ゴ

は
、

同
時
に

労
働
者
の

町
で

あ

り
、

テ

ナ
メ

ン

ト
（

叶

Φ】
P
 

日
O
口
叶

）

と

呼

ば

れ
る

賃
貸
ア

パ

ー

ト

や
小
住
宅
（

oo

←

鼠
αq
 
）

が

密
集

す
る

労

働
者
居
住
区
ス

ラ
ム

街
（
の

冨
日
）

の

存
在
が

あ
る

に

も
拘
わ

ら

ず
、

訪
問
者
達
は

　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
　

　

無
縁
の

一

空

間
だ

け

を

訪
れ

た

に

過
ぎ
な
か
っ

た
。

　一

八
八

六

年
の

ヘ

イ
マ

ー

ケ
ッ

ト

事
件
（

＝

鎚
ヨ
四

時
2

≧
出

巴
鬥
）

や

万
博
開
催
中
の

九
三

年

の

恐
慌
が

引
金
で
、

九
四

年
六

月
に

起
こ

っ

た
プ

ル

マ

ン

ス

ト

ラ

イ
キ

（

℃
ロ
＝

日
 

昌

ω
け

ユ
パ
Φ
）

の

舞
台
が
シ

カ
ゴ

で

あ
る

こ

と

を
忘
れ
て

は

な
ら

な
い

。

　
万

博
主

催
者
に

と
っ

て

は
、

国
内
外
に

、

合
衆
国
自
ら
の

巨
大
な
生
産
力

、

繁
栄
を

誇
示

す
る

と
い

う

目

的
を

、

十

分
達
成
で

き

た

行
事
と

な
っ
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た
こ

と

も
ま

た

事
実
で

あ
っ

た
。

こ

の

繁
栄
は

、

ワ

ス

プ

に

代
表
さ

れ
る

合
衆

国
白
人

に
と
っ

て

と
い

う
限
定
が

必

要
で

あ
る

。

但
し

、

同
じ

自

人

で

あ

り
な

が
ら
ス

ラ
ム

に

住
む

労
働
者
達

、

ま

た

そ
の

他
に

も
、

忘
れ

ら

れ

た

存
在

、

無
視
さ

れ

た

存
在
が
あ
っ

た
こ

と

に

関
し

て
、

次
節
か

ら

論

じ

た

い
。

　
（

2
）

参
加
で

き
た

女
性
・

参

加
で

き
な
か
っ

た

黒
人

　
コ

p

ン

ブ

ス

到
着
の

犠
牲
と

な
っ

た

ア

メ

リ
カ

大
陸

先
住
民
に

と
っ

て

の
、

シ

カ
ゴ

万

博
の

こ

と

は

す
で

に

触
れ

た
。

で

は
、

性
、

人

種
を

問
わ

な
い

合
衆
国
民
全
体
に

と
っ

て

は
、

ど
の

様
な

万

博
で

あ
っ

た

の

だ

ろ

う

か
。

国
民
な

ら

誰
で

も
訪
れ
、

見
学
す
る

こ

と
が

で

き

た
こ

の

万

博
も

、

全
員
が

展
示
に

参
加
す
る

こ

と

が

で

き

た

万

博
で

は

な

か
っ

た
。

　
シ

カ
ゴ

万
博

開
催
が

、

合

衆
国
連
邦
政
府
か

ら
正

式
に

承
認
さ
れ

、

運

営
資
金
の
一

部
は

、

議
会
承

認
の

政
府
支
出
金
が

当
て

ら

れ
る

こ

と

も
決

定
し

た
。

一

八

九
〇

年
に

は
ハ

リ
ソ

ン

大
統
領
（

ゆ

魯
冒

巨
旨

国
節

艮
ω

自
）

に

よ
っ

て
、

全
州
及
び

全
准
州
の

代
表
者
に
よ
っ

て

構
成
さ
れ

る

全
米

規

模
の

世
界
コ

ロ

ン

ビ

ア

委
員
会
（

チ
 

輔
o

ユ
畠

げ

Oo
一

仁

ヨ
窪

譽
Oo

ヨ

巨
。。

ω
一

尸

以
下

、

万

博
委
員
会
と

略
記

。

）

が

組
織
さ

れ
た

。

万
博
委
員
会

設
立

時
点
か

ら

す
で

に

明
白
だ
っ

た
こ

と
は

、

こ

の

万

博
委
員
会
が

「

純
粋
な

白
人
」

（
oロ
卩

目
PO

目
ー

℃

口
目

 
）

に
よ
っ

て

の

み

構
成
さ

れ
、

「

黒
人
排

斥
」

　
　
　

　
　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　

り
　

（

巨
団

赱
耳
Φ

）

の

立

揚
を

取
っ

た
こ

と

だ
っ

た
。

人
種
差
別
を
公
に

し

た

万
博
委
員
会
も

、

性
差
別
は

避
け
た

よ

う
で

、

万

博
委
員
会

は

最

初

か

ら
、

女
性
館
（

讐
Φ

薯
o
ヨ

窪．
ω

bd

亀
鎌

轟
）

設
立

案
を

出
し

て

い

た
。

万

博
委
員
会
の

真
意
は

明
ら

か

で

は

な
い

が
、

事
実
上

、

女
性
だ

け
の

参

加
で

、

企
画
も
設
計
も
全
て

女
性
に

よ
っ

て

な

さ
れ
る

空
間
を

、

女
性
は

獲
得
し

た
。

　
奴
隷
解
放
宣
言
か

ら
三

十
年
近
く

経
ち
、

世
代
交
替
の

始
ま
っ

て

い

た

当
時

、

黒

人
達
は

、

こ

の

万
博
を
自
分
達
の

業
績
を

示

す
好
機
で

あ

る

と

確
信
し

て

い

た
。

し

か

し

政
府
は

、

会
場
で

の

召
し

使
い

的
な

仕
事
以
外
か

ら

黒
人
を

全
く
締
め

出
し

て
、

公

式
参
加
に

つ

い

て

は

拒
否
し

た
。

黒

人

達
は

政
府
の

決
定
を
承
認
で

き
ず

、

参
加
要
望
の

運
動
を

起
こ

し

た
。

全
米
黒
人
協
議
会
（

爵
 

2
讐
δ
ロ

巴

Oo

口
く

窪
江
o
口

ohOo

ざ
H

巴

ζ
Φ

口
）

や

黒

人
新
聞
協
会
（

什

げ
Φ

　

a
「

Ol

旨
P
Φ
H一
〇

餌】
P
　
H

》

H
Φ
ω

の
　

》
o口
o自
OO
一

〇
け
一

〇］
P

）

は
、

黒
人
を

万

博
委
員
会
の

メ

ン

バ

ー

に

加
え
る

よ

う
、

大
統
領
を

熱
心

に
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説
得
し

た
。

し

か

し

こ

れ

ま

で

ホ

ワ

イ

ト

ハ

ゥ
ス

に

よ
っ

て

長
く

無
視
さ

れ

続
け

た
と

い

う
黒
人

達
の

屈
辱
は

、

こ

こ

で

も
同
様
で

、

事
態
は

全
く

前
進
し

な
か
っ

た
。

　
一

八

九
一

年
五

月
に

な
っ

て

ハ

リ
ソ

ン

大
統
領
が

、

あ

る

黒
人
団
体
に

好
意
的
な

姿
勢
を

見
せ
、

参
加
の

機
会
が
得
ら
れ
る

か

と

思
わ

れ

た
が

、

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　
　

　
　
　

　
ハ

も

結
局

、

全
て

の

会
場
配

置
が

決

定
し

、

会
場
に

も
は

や
余
地
な

し

と
い

う

回

答
で

あ
っ

た
。

開
催

後、

　
「

白
い

都
市
」

を

訪
れ

た

黒
人

達
は

、

　
「

偉

大
な
ア

メ

リ

カ

の

白
い

象
」

と
か

「

白
い

ア

メ

リ
カ

の

世
界
博
覧
会
」

と

呼
び

、

失
望
と

幻
滅
を

感
じ

た
。

絶
望
的
な

状
況
の

中
、

黒
人

達
が

ど
の

様
に

立

ち

向
か
っ

た
か

に

つ

い

て

は
、

後
に

述
ぺ

る
。

　

黒
人
の

よ

う
な

努
力
の

必

要
も

な

く
、

女
性
館
の

参
加
は

決
定
し

、

そ
の

経
過
は

、

次
の

よ

う
だ
っ

た
。

シ

カ
ゴ

の

不
動
産
王

パ

ー
マ

ー

（

℃
o

↑

盆
肘

℃
β。

ぎ
臼

）

が
、

二

十

万

ド
ル

近
く
を
出

資
し
、

彼
の

妻
を

女
性
館
設
立
委
員
会

（

畠
Φ

切
O
節

鼠
O
｛

い
餌

身

ζ
睾
鎖
σq
。

β

以
下

、

女
性
委
員

会
と

略
記

。

）

の

委
員
長
と
し
、

計
画
を

実
行
し

た
。

パ

ー
マ

ー

委
員
長
（

剛｝
Φ
同

け

げ
O
　

℃
P
一

凶
P
Φ
H

）

は
、

ケ
ン

タ

ッ

キ

ー

（

囚
Φ

糞
口
。

尊
）

出
身
で

、

シ

カ
ゴ

社
交
界
で

は

花
形
の

白
人
女
性
で

あ
っ

た
。

こ

の

女
性
委
員
会
は

、

九

人
の

シ

カ
ゴ

在
住
の

女
性
と

、

各
州
及
び

各
准
州
か

ら

二

人
の

女
性
メ

ン

バ

ー

と

二

人
の

女
性
代
理

人
に

よ
っ

て

構
成
さ

れ

た
。

万
博
委
員
会
は

、

女
性
委
員
会
に

全
権
委
任
し

、

万

博
に

関
係
す
る
こ

と

で

女
性
ま

た

は

女
性

組
織
に

関
す
る

こ

と

な
ら

ば
、

全
て

女
性
委
員
会
を
通
し

て

行
う
こ

と

と

な
っ

た
。

九
〇
年
一
一

月
一

九
日

〜
二

六

目
の

予

定
で

、

最
初
の

女

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　

ゆ　

性
委

員
会
が

開
か

れ

よ

う
と
し

て

い

た
。

　

女
性
は

参
加
で

き
、

黒
人
は

参
加
で

き

な
か
っ

た

万
博
で

、

両
者
に

属

す
る

黒
人
女
性
は

ど

う
で

あ
っ

た
ろ

う
か

。

黒
人
の

立

揚
で

の

参
加
の

道

は

断
た

れ

た

が
、

女
性
の

立
場
で

は

ど
の

様
な

立

揚
に

立
っ

た
の

だ
ろ

う
か

。

女
性
館
へ

の

黒

人
女
性
の

参
加
を
め

ぐ
っ

て

は
、

第
三

章

第
一

節

で
、

ま

た
、

参
加
の

道
の

断
た

れ

た

と
こ

ろ

に

道
を
つ

け
よ

う
と

し

た

黒

人
女
性
に
つ

い

て

は

第
三

章
第
三

節
で

、

詳
細
に

述
べ

た
い

。
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（

3
）

シ

カ
ゴ

で

生
き
る

二

人
の

黒
人

女
性

黒
人
の

立
場
と

女
性
の

立

揚
と

、

各
々

に

異
な

り

な
が

ら

も
こ

の

万

博
に

お

け
る

差
別
や

排
斥
に

立

ち

向
か
っ

た

黒

入

女
性
二

人
の

経
歴
を

述
べ
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よ

う
。

但
し

、

万
博
に

闢
わ
る

ま

で

の

半
生
に

限
り

、

万
博
以
降
に

つ

い

て

は

他
稿
に

譲
り

た
い

。

　
二

〇
世
紀
転
換
期
を

生
き

た

知
識

階
級
の

黒
人

女
性
の

中
で

も
、

女
性
と

し

て

の

立
場
を

強
調
し

た

女
性
は
、

個
人
レ

ベ

ル

か

ら

組
織
レ

ベ

ル

ま

　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　
　

　
（
13）

で

多
く

存
在
し

、

彼
女
達
の

多
く

が
、

主
に

北
部
で

活

躍
し

た
。

中
で

も
本
稿
で

は
、

シ

カ
ゴ

在
住
の

黒
人

女
性
で
、

万
博
と

深
く

関
わ
っ

た
フ

ァ

ニ

ー
・

B
・

ウ
ィ

リ
ア

ム

ズ

を

取

り

上
げ
た
い

。

　

彼
女
は

、

ニ

ュ

ー
ヨ

ー

ク

州
の

ロ

チ
ェ

ス

タ

ー

（

即
o
。

げ
Φ
ω

器
が

Z’
肖゚

）

に

近
い

小
さ

な
田
舎
町
の

ブ
ロ

ッ

ク

ポ

ー

ト

（

掣
。
。

吾
。

昌

Z響
団゚

）

で
一

八
五

五

年
に

生
ま

れ
た

。

二

女
一

男
の

子

供
の

一

人
で

あ
っ

た
。

彼
女
の

家
族
は

、

長
い

間
、

町
で

唯
一

の

黒
人

家
庭
だ
っ

た
。

父
親
（

〉
ロ
ー

臣
。

麸
9
ゆ
 

霞
一

霞
）

は
、

フ

ィ

ラ
デ
ル

フ

ィ

ア

生
ま

れ

で

子

供
の

頃
に

引
っ

越
し

て

来
た

自
由
黒
人
だ
っ

た
。

母
（
甲
肖

9N

同
一

Φ
→

　

℃
同
一

目rO

Φ
　］
Wm

目
吋

一

Φ
鬥
）

は
ニ

ュ

ー

ヨ

f
ク

州
生
ま

れ
で

、

同
様
に

自
由
黒
人
で

あ
っ

た
。

散
髪
屋

や

炭
坑
夫
と
し

て

真
面
目
に

働
く

父
は

、

教
会
で

は

指
導
的
役
割
を
果
た

し
、

地
域
で

も

尊

敬
さ

れ
て

い

た
。

　

地
元
の

学
校
を
【

八
七

〇
年
に

卒
業
し

た

ウ
ィ

リ
ア

ム

ズ

は
、

ボ

ス

ト

ン

（

ゆ
o
ω

8
〜

ζ
器゚
。°

）

や

ワ

シ

ン

ト

ン

D．

C．
（

芝
器
臣
ロ
αq8

昌

∪．

O°
）

で

音
楽
や

芸

術
を

学
ん

だ
。

さ

ら
に

数
年

間
、

南
部
で

教
職
に

就
い

て

い

る
。

こ

の

南
部
で

の

経
験
が
、

後
の

彼

女
の

黒
人

女
性
と

し

て

の

意

識

に
、

大
き
く

影
響
を

与
え

て

い

る
。

黒
人

女
性
で

あ
る

た

め

に

差
別
さ
れ
た

経
験
の

な
か
っ

た

彼
女
に

と
っ

て
、

南
部
で

目
の

当
た

り
に

し

た

再
建

後
の

南
部
黒
人
の

状
況
は

、

衝
撃
で

あ
っ

た
。

誰
よ

り

も

黒
人
女
性
が

、

南
部
で

は

「

誤
解
さ

れ
、

道
徳
的
に

欠
陥
が
あ
る

と

悪
評
さ

れ
、

し

ば
し

ば

憎
ま

れ

て

さ

え
い

る
」

現
実
を

知
っ

た

時
の

、

彼

女
の

シ

ョ

ッ

ク

と

苦
痛
は

、

筆
舌
に

尽
く

し

難
く

「

簡
単
に

は

立

ち

直
れ

な
か
っ

た
。

」

と

後

　
　

　
　
　
　

レ
　

に

語
っ

て

い

る
。

　

八
七

年
に

故
郷
で
、

ジ
ョ

ー
ジ

ア

州
出
身
の

弁
護
士

レ

イ

ン

グ
・

ウ
ィ

リ

ア

ム

ズ

（

ω曁

U
巴
口
αq

名圃
一

一

ご
日
の

）

と

結
婚
し

た

彼
女
は

、

シ

カ
ゴ

で

暮
ら

し

始
め

る
。

法
律
事

務
所
を

構
え

る

夫
の

仕
事
を

手
伝
い

な
が

ら
、

シ

カ
ゴ

の

黒
人
社
会
の

リ
ー

ダ
ー

的
な

役
割
を

担
う

夫
婦
と

な
る

。

九
五

年
に

は

シ

カ
ゴ

女
性
ク

ラ
ブ

（

爵
Φ

O
ぼ
8
ぴqo

芝
o
ヨ

詈
ゴ

Ω
二

び
）

　
の

唯
一

の

黒

人
女
性
に

選
ば
れ
た

り
、

夫
の

死

後
、

　
一

九
二

四

年
に

は

シ

カ

ゴ

図

書
委
員
会
（

臣
 

O
窪
8
αq
。

団
げ

蠧
亳

bd
。

煢
山

）

の

最
初
の

女
性

委
員
に

な
る

な
ど

、

シ

カ
ゴ

の

白
人
社
会
で

も

先
駆
的
な

活
動
を
し

た
。

子

一 　149一
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ゆ
　

供
に

は

恵
ま

れ

な
い

ま

ま

に
、

大
都
市
シ

カ
ゴ

の

社
会
福
祉
の

仕
事
を
積
極
的
に

行
い

、

生
涯
を
シ

カ
ゴ

で

過
ご

し

た
。

　

女
性
の

立

場
を
強
調
し

て

活
動
し

た

ウ
ィ

リ

ア

ム

ズ

に

比
べ

て
、

女
性
と

し

て

の

立
揚
も
含
め
つ

つ
、

む
し

ろ

人

種
と

し

て

の

黒
人
の

立
場
か

ら

そ

の

活
動
を

行
っ

た

黒

人
女
性
ア

イ

ダ
・

B
・

ウ
ェ

ル

ズ

に
つ

い

て

述
べ

よ

う
。

彼
女
は

、

一

八

六
二

年
南
部
ミ

シ

シ

ッ

ピ

州
ホ

ー

リ
ス

プ

リ
ン

グ
ス

（

＝
。

ξ
ω

R
口
σq
°。

v

搴
ω

ω゜
）

の

農
園
で

、

奴
隷
の

子
と

し

て

生
ま

れ

た
。

十
四

歳
で

両

親
を

亡

く
し

て

以
来

、

弟
妹
達
を
育
て

る

た

め

に
、

教
職

の

傍
ら

、

新
聞
に

投
稿
す
る
こ

と

で

生
計
を

立
て

て
い

た
。

大
学
教
育
を
修
了

す
る

機
会
も
な
か
っ

た

ウ
ェ

ル

ズ

だ

が
、

厳
格
な

両
親
の

し

つ

け

と
、

不
正

を
許
さ
な
い

正

義
感
の

持
ち

主
と
い

う

性
格
か

ら
、

彼
女
の

記
事
は

黒
人

新
聞
で

人

気
を

集
め

て

い

た
。

　

南
部
再
建
後
の

黒
人
の

抵
抗
の

声
と
し

て

の

役
割
を

持
つ

、

自
ら
の

新
聞
『

フ

リ

ー
・

ス

ピ

ー

チ
』

　
（

鼻
o

ぎ
鴨

憩
鳴

ミ
討

§
蹴

き
亀

ミ

慧
、

）

に

黒
人
の

権
利
獲
得
に
つ

い

て
、

記
事
を

書
き
続
け
た

。

彼
女
の

人
生
の

分
岐
点
と

な
っ

た
の

は
、

一

八

九
二

年
に

親
友
の

黒

人
男
性
を

南
部
白
人

に

よ

る

リ
ン

チ

で

失
っ

た

事
件
だ
っ

た
。

彼
女
の

ペ

ン

は

怒
り

に

燃
え

、

殺
害
者
達
の

有
罪
判
決
を
要
求
す
る

記
事
を
書
い

た

が
、

実
現
す
る

は

ず

も
な
い

ま

ま

に
、

彼

女
自
身
が

暴
徒
の

焼
討
ち

に

遭
い

、

命
か

ら
が

ら

南
部
か

ら

逃
げ
出
し

た
。

二

度
と

南
部
に

戻
る

こ

と

も

な

く
、

ニ

ュ

f
ヨ

ー

　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

む　

ク
か

ら

イ

ギ

リ
ス

へ

と

反
リ

ン

チ

運

動
の

講
演
を
続
け
、

万
博
が

き
っ

か

け
と

な
り

、

シ

カ
ゴ

で

も
活
動
を

す
る

。

　

万
博
終
了

後
の
一

入

九

五

年
に

彼
女
は

結
婚
し

、

以

後
シ

カ
ゴ

で

生
涯
を
過
ご

す
。

夫
フ

ェ

ル

デ
ィ

ナ
ン

ド
・

バ

ー

ネ
ッ

ト

（

国

臼
象
⇒

穹
伍

U
Φ

。

ゆ

霞

器
菖

）

は
、

シ

カ
ゴ

在
住
の

弁

護
士
で

、

黒
人

新
聞
『

コ

ン

サ
ベ

ー

タ

ー
』

（

静
Φ

O
ぼ
霽
αq
。

O
§
題
§
ミ

ミ
）

の

編
集
者
で

も
あ
っ

た
。

二

人
の

　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　
　

　
　
　

　
　

む

男
児
を

抱
え

る

寡
夫
と
の

結
婚
で

、

ウ
ェ

ル

ズ

は

二

児
の

母
と

し

て

結
婚
生
活
を
始
め

、

彼
女
自
身
に

も
二

男
二

女
の

四

人
の

子

供
が

生
ま

れ
る

。

ウ
ィ

リ

ア

ム

ズ

夫
妻
同

様
、

バ

ー

ネ
ッ

ト

夫
妻
も
シ

カ
ゴ

の

黒
人

社
会
で

の

リ
ー

ダ
i
的
存
在
で

あ
っ

た
。

二

人
の

夫
は

、

同
じ

法
律
事
務
所
で
一

緒
に

仕
事
を

し

た
こ

と

も

あ

り
、

両

夫
婦
の

接
点
も

多
か
っ

た
。

　
し

か

し
、

そ
の

活
動
内
容
の

相
違
か

ら
、

二

組
の

夫
婦
は

対
照
的
で

あ

る

と

の

評

価
を

受
け
る

こ

と

が

多
い

。

黒
人

史
の

中
で

も
「

ど

ん

底

時

代
」

（

訳
梓

ゲ
Φ
　
　

昌
国

傷
一

目 、
v

）

と

さ

れ
る
一

九

世
紀
末
に

、

黒
人
解
放
運
動
の

指
導
者
と

し

て

登
場
し

た
ブ
ッ

カ

ー
・

T
・

ワ

シ

ン

ト

ン

（

しUo

。

犀

奠

→°

芝
器
三
p
σq8

目
）

は
、

職
業
教
育
に

徹
し

た

自
助
思
想
を

南
部
黒
人
に

説
い

た
。

彼
の

思

想
に

対
す
る

評
価
を

比

較
す
る

と
、

両
夫
婦
の

相
違
は

明
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ら

か

と

な

る
。

ウ
ィ

リ

ア

ム

ズ

夫
妻
は

早
い

時

期
か

ら

ワ

シ

ン

ト

ン

の

支
持
者
と

し

て
、

個
人

的
な
友
人

関
係
を

保
っ

て

い

た
。

二

〇

世
紀
転
換
期

の

シ

カ
ゴ

に

お

い

て
、

ワ

シ

ン

ト

ン

の

最
も

親
密
な

友
人

と
し

て

援
助
し

て

い

た
。

夫
は

、

奴
隷
制
時
代
以
来
の

偉
大
な

黒
人

指
導
者
フ

レ

デ
リ

ッ

ク
・

ダ
グ

ラ
ス

（

国

器
伽
Φ

ユ
o
犀

Uoq

σQ
『
鸛
）

の

伝
記
を

、

ワ

シ

ン

ト
ン

の

た
め

に
ゴ

ー

ス

ト

ラ
ィ

タ
ー

と
し

て

執
筆
し
て

も
い

る
。

妻
ウ
ィ

リ
ア

ム

　
　
　
　
　
　
　

　

　

　

　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

　

　

　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

お
　

ズ

も、

一

九
〇
〇
年
以
降、

熱
烈
な

ワ

シ

ン

ト
ン

支
持
者
と

な
り

、

黒
人
の

実
業
教
育
の

た

め
の

努
力
を
高
く
評
価
す
る

よ

う
に

な
る

。

　

他
方

、

バ

ー

ネ
ッ

ト

夫
妻
は

、

結
婚
以
前
か

ら

別
々

に

ワ

シ

ン

ト

ン

批
判
の

立
揚
を

取
っ

て

い

て
、

ワ

シ

ン

ト

ン

に
は

邪
魔
な
存
在
で

あ
っ

た

と

言
え
る

。

白
人
と
の

融
和
策
を

説
き

、

白
人
へ

の

順
応
と

服
従
と

い

う
「

妥
協
的
な
」

態
度
を

取
り

続
け
る

ワ

シ

ン

ト
ン

に

対
し
、

結
婚
後
は

夫
婦

で

新
聞
や
講
演
の

中
で

批
判
し

て

い

く
。

時
に

、

バ

ー

ネ
ッ

ト

夫
妻
は

「

戦

闘
的
」

「

非
妥
協
的
」

と
の

評
価
を
受
け
る

程
だ
っ

た
。

黒
人
を
二

級

　
　
　
　
　
　
　

　

　

　

　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む　

で

は

な

く
一

級
市
民
と

し

て
、

ア

メ

リ
カ

社
会
で

認
め

ら

れ
る

こ

と

を

主
張
し

続
け
た

。

シ

カ
ゴ

に

生
き
る

こ

れ

ら

二

人
の

黒
人
女
性、

あ
る
い

は

彼
女
達

夫
婦
が
、

万

博
と

の

関
わ

り

を
通
し

て

追

求
し

た

も
の

を
、

そ

の

言
動
か

ら

検
討
し

た
い

。

三

　
ウ
ェ

ル

ズ

と
ウ
ィ

リ
ア

ム

ズ
に

見

る
黒

人

女

性
の

主
張
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（

1
）

黒
人
女
性
と

「

女
性
館
」

　
一

入

九
〇
年
十
一

月
十
九
日
か

ら

の

第
一

回

女
性
委
員
会

開
催
を
目

前
に

し

て
、

『

ト

リ
ビ

ュ

ー

ン
』

紙

（

匪
の

O
獣
畠
σqo

『
蕊
い

§
Q

）

に

女
性

委
員
会
開
催
の

記
事
が

掲
載
さ
れ
た

。

ま

た
、

黒
人
女
性
の

参
加
を
め

ぐ
っ

て

期
間
中
に

議
論
さ

れ
る

こ

と

も
予

告
さ
れ

た
。

黒
人
女
性
達
は

、

地

元
の

有
力
者
ロ

ー

ガ

ン

未
亡
人

（

竃
贄
団

ω゚

い
o
σq

巷
）

に

働
き

か

け
、

参
加
に

向
け
て

の

運
動
を
依
頼
し

た
。

　
ロ

ー

ガ

ン

夫
人
の

亡
夫
は

、

黒
人

解
放
の

た

め

の

イ
リ
ノ

イ

の

三

偉
人

（

リ
ン

カ

ン

を
含
む

。

）

の
】

人

と

言
わ

れ
、

黒

人
の

地

位
向
上
に

尽
力
し

た

白
人
で

、

夫
人

も
同
様
の

意
識

　
　
　
　
　
　
　

　

　
　
の
　

を

持
つ

白
人
女
性
だ
っ

た
。

　
ロ

ー

ガ

ン

夫
人
の

尽

力
に

も

拘
わ

ら

ず
、

黒
人
女
性
の

女
性
館
へ

の

参
加
問
題
は

、

難
航
し

た
。

パ

ー
マ

ー

委
員
長
か

ら
ロ

ー

ガ
ン

夫
人
へ

の

九
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一

年
十
月
付
け
の

私
信
で
、

「

黒
人
女
性
か

ら

の

反
目
に

は
、

も
う
う
ん

ざ

り

し

て

い

る
。

　
ロ

ー

ガ
ン

夫
人
か

ら
フ

レ

デ
リ
ッ

ク
・

ダ
グ

ラ
ス

氏

に

話
し

て

も
ら

え

な
い

だ

ろ

う
か

。

」

と

書
い

て

い

る
。

ま

た

十
一

月
に

は
、

ハ

リ
ソ

ン

大
統
領
の

娘
で

、

女
性
委

員
会
の

メ

ン

バ

ー

で

も
あ

る

ラ

ッ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

　

　

　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

　

　

　

　
　
　
　
　
　

セ

ル

（

国

痍
器
一
一

しd’

頃

霞
同

『
o
昌

）

宛
て

の

私
信
で

、

「

大
統
領
か

ら
黒

人

女
性
に

話
し
て

ほ

し

い
。

」

な

ど

と

も

書
き

送
っ

て

い

る
。

　

万
博

開
催
に

向
け
て

、

政
府
公
認
の

女
性

委
員
会
以
外
に

、

女
性
に

よ

る

準
備
団
体
が

作
ら
れ

る
。

女
性
コ

ロ

ン

ビ

ア

協
会
（

島
 

芝
o
日

睾、
ω

Oo

冒
日
ぼ

譽
》
。。

°。

o

鼠
9
け

ご
口

）

と

女
性
コ

ロ

ン

ビ

ア

補
助
協
会
（

匪
Φ

名
○

露

き．
。。

O
。

ぼ
ヨ
げ

貯
口

諺
β

鬯
猷

崎

〉
器
o
。

蕚
ご
凵
）

と
、

名
称
は

似
て

い

て
、

両

者
と

も
イ

リ
ノ

イ

州
公
認
の

団
体
で

あ
っ

た
。

し

か

し
、

そ
の

立

場
は

大
変
異
な

り
、

ラ
イ
バ

ル

団
体
と

も
言
え
た

。

黒

人
女
性
の

参
加

に

積
極
的
な

働
き
か

け
を
し

た

の

は

後
者
で

、

ブ

ー
ン

会
長
（

図゚

H
）噸
　

ゆ
OO

】
ρ
 

）

は
、

合
衆
国
に

お

け
る

黒
人
の

業
績
を

列
挙
し
、

女
性
館
へ

の

黒

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

　

　

　

　
　

の　

人

女
性
参
加
の

依
頼
状
を

女
性
委
員
会
宛
て

に

提
出
し

た
。

補
助
協
会
は

、

女
性
会

員
ば

か

り
で

は

な

く
、

七

人
の

男
性
会
員
の

助
言
者
を

含
ん

で

い

た
。

そ
の
一

人
に

、

ウ
ェ

ル

ズ

の

夫
と

な
る

バ

ー

ネ
ッ

ト

が
い

た
。

女
性
館
へ

の

参
加
の

た
め

の

運

動
は

活
動
の

二

次
的
な

目
的
で
、

補
助
協

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

　

　

　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

　

　

　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
お
　

会
の

本
来
の

目

的
は

、

黒
人
の

人

種
と

し

て

の

可
能
性
を

世
界
に

証
明
す
る

機
会
の

万
博
と

把
握
し

て
、

そ
の

た
め

の

活
動
を

す
る

こ

と
だ

っ

た
。

　
ブ

ー

ン

会

長
の

依

頼
状
を
女
性
委
員
会
の

メ

ン

バ

ー
の

大
半
が

無
視
し

た
。

白
人

女
性
か

ら
の

反
対
意
見

は
、

二

通
り
に

分
か

れ

た
。

問
題
に

な

っ

た

の

は
、

女
性
館
に

お

け
る

展

示
方
法
で

、

一

つ

は
、

白
人

女
性
と

は

全
く
分
か

れ

て

展
示

す
る

と
い

う

提
案

、

も
う
一

つ

は
、

差
別
し

な
い

で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

　

　

　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

　

　

　

　
（

24
）

黒
人
女
性
も
展
示
を
す
る

が
、

女
性
館
で

は

な

く
、

彼
女
達
が

個
々

に

属
し

て

い

る

黒
人
グ
ル

ー
プ

で

の

展
示

を
提
案
し

た
。

第
二

の

提
案
は
、

差

別
し

な
い

と

は

言
い

な

が

ら
、

現
状
認
識
が

不
十

分
で
、

女
性
館
で

拒
否
さ

れ

た

場
合

、

黒
人

女
性
の

参
加
の

道
は

絶
た

れ
る

こ

と

を
理

解
し

て

い

な
い

。

第
一

提
案
は

、

女
性
コ

ロ

ン

ビ

ア

協
会
の

ト

レ

ン

ト

会
長
（

H
ギ
Φ
叶

け
一

Φ
　

の
り

鴨
Φ】
P
叶

）

に

よ

る

妥
協
策
で

あ
っ

た
。

し

か

し
、

シ

カ
ゴ

在
住
の

黒
人

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

　

　

　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

　
　

　　

女
性
達
は

納
得
せ

ず
、

ブ

ー
ン

会
長
は

ト
レ

ン

ト

会
長
の

B
・

T
・

ワ

シ

ン

ト

ン

的
な
融
和
策
を

批
判
し

、

抵

抗
し

た
。

　

結
局、

女
性
委
員
会
の

構
成
メ

ン

バ

ー

か

ら

黒
人

女
性
は

締
め

出
さ

れ
、

黒
人

女
性
の

要
求
を

女
性
委
員
会
は

無
視
し

た
。

さ
ら
に

、

　
「

黒
人
を

代
表
し

て
」

と
い

う
名
目
で

、

ケ
ン

タ
ッ

キ

i
出
身
の

白
人
女
性

、

メ
ア

リ
・

カ

ン

ト

リ

ル

（

ζ
笛

亳

O°

O

瞿
巳
＝
）

が

メ
ン

バ

ー

と

な
っ

た
。

九

一

年
九
月
に

、

カ

ン

ト

リ

ル

は

代
表
し

て

い

る

黒
人
女
性
の

活
動
報
告
を

す
る

。

内
容
は

簡
単
で

、

「

黒
人

女
性
は

全
国
規
模
の

組
織
を
持
っ

て

い
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な
い

。

万

博
参
加
の

条
件
を

満
た
し

て

い

な
い

た
め

、

今
回
は

見
送
っ

た
ほ

う
が

よ

い
。

」

と

言
う
こ

と
で

あ
っ

た
。

黒
人
女
性
側
か

ら

の

対
応
と

し

て
、

さ
ら

に

オ
ハ

イ

オ

州
（

○
ぼ
o

）

の

大
学
教
員
で

黒
人
女
性
の

ハ

リ
ー
・

ブ

ラ
ウ
ン

（

匡
凶

目
Φ

ρ
ロ

言
目

bd
同

o
≦
印

）

か

ら
、

女
性
委
員
会
宛
て

九
二

年
四

月
八

日

付
け

で
、

質
問

状
が
出
さ

れ

た
。

と

こ

ろ

が
、

カ
ン

ト

リ

ル

の

報
告
を

受
け
て

、

パ

ー
マ

i
委
員
長
は

、

女
性
委

員
会
の

メ

ン

バ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

　

　

　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（

26
）

1
は
、

個
人
単
位
で

は

な

く
団
体
で

構
成
し

て

い

る

と
、

ブ

ラ

ウ
ン

会
長
に

通

達
し

た
。

全
米

組
織
が

な
い

と
い

う
理

由
で

の

拒
否
に

対
し
、

黒
人

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

　

　

　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

　
　

女
性
の

シ

ョ

ッ

ク

は

大
き
か

っ

た
が

、

こ

れ
が

引
金
で

、

急
速
に

全
米
組
織
設
立
へ

と

向
か

う
。

こ

の

こ

と

は

他
稿
に

譲
り

た
い

。

　
さ

ら

に
、

こ

う
い

う

経
過
の

後
で

、

万

博
の

単
な

る

雇
用
に

つ

い

て

も
、

男
女
を

問
わ

ず
黒
人
の

雇
用
を
拒
否
し

や

す
い

状
況
に

な
っ

た
。

万

博

運

営
に

何
百
人

も
の

事

務
職
員
が

必
要
と

な
る

に

も
拘
わ

ら

ず
、

黒
人
男
女
の

求

職
者
に
つ

い

て

は

応
募
書
類
は

丁

寧
に

受

理
さ
れ

な
が

ら
、

そ

の

ま
ま

全
て

棚
上
げ
に

な
っ

て

い

た
。

唯
一

採
用
さ

れ

た

黒
人

男
性
は
ジ
ョ

ン

ソ

ン

（
｝°

国

こ
o

ぎ
ω

8
）

で

あ
っ

た
。

　
シ

カ
ゴ

在
住
の

黒
人
女
性
の

採
用
に

つ

い

て

は
、

九
一

年
末
ま
で

議
論
さ

れ
続
け

、

や
っ

と

決
定
し

た

著
名
な

医
師
力

ー

チ
ス

の

妻
（

》°

ζ゚

O
ロ
H
甑
ω

）

も
、

要
職
に

は

つ

け

ず
、

単
な
る

事
務
職
で

あ
っ

た
。

し

か

も

僅
か

数
ヵ

月
間
の

み
の

採
用
で

、

解
雇
さ

れ

た

後
、

彼
女
は

組
織
内
で

の

方
針
決
定
な
ど

重
要
事
項
か

ら

は

黒
人
が

排

除
さ
れ
て

い

る

現
実
を
強
調
し

た
。

　

彼
女
の

後
任
は

、

フ

ァ

ニ

ー
・

ウ
ィ

リ

ア
ム

ズ

だ
っ

た
。

し

か

も、

採
用
決

定
は

万

博
開
幕
の

僅
か

二

ヵ

月
前
で

あ
っ

た
。

カ
ー

チ

ス

と

異

な

り
、

積
極
的
に

黒
人

側
か

ら
の

不
満
や

要
求
を

、

委

託
管
理

委
員
会
（

汁

ぽ
 
　

bdO
四
同

傷
　
Oh

　

男
 
団
OHO

旨
O
Φ

　
弾
口
ら
　
（
）

O
昌
け

 

O
一

）

に

提
出
し

た

ウ
ィ

リ

ア

ム

ズ

の

努
力
の

結
果

、

合
衆
国
の

万

博
へ

の

関
心
を

高
め

る

た

め

に
、

宣
伝
促
進

部
（

∪

8
費

皀
 

三
〇
h

男
ロ
げ

冩
犀
団

き
餌

中
o
ヨ
o
鉱
o
昌
）

で

黒
人

男

女
の

雇
用
が
必

要
で

あ
る
こ

と
が

、

同
委

員
会
で

決

議
さ
れ

た
。

但
し

、

こ

の

決
議
は

単
な
る

決
議
の

ま
ま

で
、

実
行
に

移
さ

れ
る

こ

と

は

な

か
っ

　

　　た
。

結
局

、

万

博
の

準
備
及
び

開
催

期
間
に

お
い

て
、

採
用
さ

れ

た
の

は
、

こ

れ

ら

三

人
の

黒
人
だ

け
で

あ
っ

た
。

こ

う
し

て

女
性
館
へ

の

参
加
も

絶
た

れ
、

黒
人

女
性
の

万

博
へ

の

関
わ

り
は

消
え
た

か

に

見
え
た

。

（

2
）

　
『

黒
人
女
性
の

知
的
向
上
』
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宣
伝
促
進

部
で

の

仕
事
を

受
け

た

ウ
ィ

リ

ア

ム

ズ

は
、

パ

ー
マ

ー

委

員
長
の

も

と

で
、

女
性
館
の

展
示

取
り

付
け

な

ど
の

援
助
を

す
る
よ

う
に

な

っ

た
。

但
し
、

こ

れ
は

ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア

で

無
給
だ

と

知
ら

さ

れ
る

が
、

黒
人

女
性
と

万
博
と

の

唯
一

の

窓
口

だ

と

悟
り

、

彼
女
は

仕
事
を

続
け
る

決

心
を
す
る

。

同
時
に

、

講
演
の

依
頼
を

受
け

、

黒
人
女
性
と

し

て

公
の

場
で

話

す
機
会
を

獲
得
す
る

。

女
性
館
へ

の

参
加
だ

け
で
、

あ

れ

だ

け
の

努

力
と

議
論
の

結
果

、

拒
否
さ

れ

た

に

も
拘
わ

ら

ず
こ

の

依
頼
は

意

外
で

あ

る
。

　

ウ
ィ

リ

ア
ム

ズ

は
、

自
分
だ

け
の

好
機
と

せ

ず、

女
性
館
主

催
の

会

議
や

講
演
会
に

、

次
々

と

黒
人
女
性
を

推
薦
し

た
。

ワ

シ

ン

ト
ン

D．

C．

在
住
の

校

長
で

『

南
部
か

ら
の

声
』

（

ト

ぎ
詩
鳴

醤
o
ミ

蕁
帖

 
o

ミ
ド
HQ
。

Ob
。

）

の

著
者
ク
ー

パ

ー

（

》

目
 

言
一

赫

Ooo

唱

臼
）

、

全

国
で

も
有
数
の

雄
弁
な
講
演
家
の

ハ

ー

バ

ー

（

即
き
8
°・

国
ロ

g
芝
讐
匠

磊

＝
節

愚
奠

）

な
ど

、

女
性
委

員
会
が

慎
重
に

人
選

し

た

は

ず
の

彼
女
達
は

、

主

催
者
の

　

　

　

　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

　

　

　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
29
）

意
図
に

反
し

て
、

自
分
達
黒
人
女
性
の

現
状
や

、

万

博
か

ら

排
除
さ
れ

た

事
実
に

つ

い

て
、

滔
々

と

話
し

続
け

た
。

但
し

、

本

節
で

は
、

ウ
ィ

リ

ア

ム

ズ

の

講
演
に

限
っ

て

検
討
す
る

。

　

万
博
開
催
中
に

、

ウ
ィ

リ

ア
ム

ズ

は

二

回
、

講
演
の

機
会
を

得
る

。

世
界
宗
教
会
議
（

日
げ
 

閤
o
ユ
昏
ω

08

σq

器
霧

o
』

幻
 

団
αq
ご

磊
）

で

の

「

黒

人

に
と

っ

て

の

宗

教
的

義
務
」

（ 、．
幻
Φ

＝
αq

δ

矗

U
葺
団

8

臣
Φ

乞
Φ

σq
憎

o、、

以
下

「

宗
教
」

と

略
記

。

）

と
、

世
界
女
性
代
表
者
会
議

（

霜
〇

二
臼
の

Oo

口
αq
話
器

oh

幻
 

胃
 
ω

 

巨
讐
一

く
Φ

耄
o

日
 

昌
）

に

お

け
る

　
「

奴
隷
解
放
宜

言
以

後
の

合
衆

国
黒
人
女
性
の

知
的
向
上
」

（ ．、
目
げ
 

H

三

亀
 
。

ε
9

℃

8
σQ

器
霧

o
出

爵
Φ

Oo

ご
同

巴

鬢
o
臼
 

目

o
臨

匹
Φ

d
巳
冨
α

Qo
鼠
岔
の

Gっ
ぼ
。
Φ

匪
Φ

国

日

聟
。

号
鉾
ご
⇔

勹
鬥

09

缶

ヨ
讐
ざ
口、．

以

下

「

女
性
」

と

略
記

。

）

で

あ
っ

た
。

　

ま

ず
「

宗
教
」

で

は
、

「

黒
人
は

キ

リ
ス

ト

教
徒
に

よ
っ

て
、

キ

リ

ス

ト

教
徒
に

使
わ

れ
る

た
め

に
、

こ

の

国
に

連
れ

て

来
ら
れ

た
。

」

と

キ

リ

ス

ト

教
の

持
つ

二

面
性
か

ら
、

講
演
を

始
め

た
、

さ

ら

に
、

奴
隷
制

存
続
の

道
具
と

し

て

宗
教
を

利
用
し

た
こ

と

か

ら
、

　
「

聖
書
を
拡

大
解
釈
し
て

は

い

け
な

い
。

」

と

断
言
し

た
。

宗
教
本
来
よ

り
、

い

わ

ゆ

る

教
会
活
動
が
重

視
さ

れ
て

い

る

矛
盾
を
つ

き
、

「

理

論
は

少
な
く

、

人

間
の

つ

な

が
り

を

多
く

」

と

か

「

雄
弁
よ

り

も
常
識
や
真
実
へ

の

熱

意
を
」

と

訴

え
た

。

　

黒
人

に
と
っ

て

必
要
な

宗

教
は
、

過
去
か

ら

依
然
と

変
わ

ら

ず
、

人

間
ら

し

い

愛
情、

道
徳
的
な

方
向
付
け

、

純
粋
な

カ
だ

と

述
べ

た
。

宗
教
は
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「

人
々

を
孤
独
に

放
り

出
し

て

は
い

け
な
い

。

週
に
一

度
や
二

度
教
会
へ

行
く
こ

と
で

安
心
し

て

は
い

け
な
い

。

常
に

ど
の

家
の

扉
も
開
か

れ

た
状

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　
　

　
　
　

　
　
（

30）

態
で

、

宗
教
を
必
要
と

す
る

人
々

を

受
け

入
れ

な

け

れ
ば

な

ら

な
い

。

」

と

結
ん

だ
。

黒
人
を
従
属
的
な

位
置
に

押
し

と

ど
め

る

道
具
と
し

て
、

白

人
が

宗
教
を
利
用
し

て

い

る

と

述
べ

た
。

も
は

や
行
き

詰
ま

り

状
態
の

合
衆

国
の

宗

教
の

現
状
を

伝
え
て

、

宗
教
の

本
来
的

意
味
を

聴
衆
に

考
え

さ

せ

よ

う
と

し

て

い

る

よ

う
だ

。

　

「

女
性
」

の

講
演
で

は

「

僅
か

三

十
年
前
に

は
、

私
達
黒
入

女
性
に

関
し

て

進

歩
と
い

う
言

葉
を

使
用
す
る

な
ど

考
え
ら

れ

ず
、

例
外
的
な

存
在

と

し

て

扱
わ

れ
て

き

た
。

」

と

切
り

出
し

た
。

合
衆
国
の

様
々

な
グ

ル

ー

プ
の

中
で

も、

黒
人

女
性
は
一

番
忘
れ

ら
れ

た

存
在
で

あ

る

と

強

調

し

た
。

エ

マ

ソ

ン

（

幻
巴

嘗

芝
』
傷
。

国
日
Φ

話

8
）

の

「

ア

メ

リ

カ

と
は

、

言
い

換
え

れ
ば

機
会
の

こ

と

だ
。

」

と

い

う
言
葉
を

引
用
し

て
、

ア

メ

リ

カ
人

は
、

無
知
と

貧
困
に

は

我
慢
で

き
ず

、

常
に

機
会
を

求

め
て

上

昇
志
向
で

生
き
て

い

る

は

ず
が

、

黒
人
女
性
は

そ

の

枠
か

ら

外
さ

れ

て

い

る

と

述
べ

た
。

　

現
在

、

黒
人
女
性
に

と
っ

て

必

要
な
こ

と
は

、

団
結
し

て

組
織
を
作
り

、

状
況

改
善
の

た

め

の

運

動
を

す
る

こ

と

だ

と

訴
え

た
。

国
家
の

発
展
の

知
的
な

力
と

な

り
、

貢
献
し

た
い

と

黒
人

女
性
自
身
も

願
っ

て

い

る
。

黒
人

、

白
人
と

分
か

れ

ず
に

同
じ

女
性
と

し

て

協
力
し

て

い

き
た
い

と

も

提

　

（

31）

案
し

た
。

こ

れ

ま

で
、

シ

カ
ゴ

の

黒

人
社
会
で

生
き

な

が
ら

、

同
時
に

白
人
エ

リ
ー

ト

社
会
に

も
属
し
、

す
で

に

指
摘
し

た

よ

う
に

、

シ

カ
ゴ

図

書

委
員
会
の

最
初
の

女
性
委
員

、

シ

カ
ゴ

女
性
ク

ラ
ブ
唯
一

の

黒
人

女
性
な
ど

、

先
駆
的
な
活

動
を
す
る

こ

と

に

な
る

女
性
な

ら

で

は

の

発
言
が

な
さ

れ

た
。

彼
女
自
身

、

黒
人
で

あ

る

た

め

に

差
別
さ

れ

た

経
験
の

な
い

ま

ま
、

エ

リ

ー

ト

社
会
で

上
昇
志
向
で

生
き
て

い

る

女
性
と
し

て

は
、

こ

の

発

言
は

当

然
だ
っ

た
の

か

も
知
れ

な
い

。

　

講
演
で

黒
人
聴
衆
を

勇
気
づ

け

な

が

ら

も
、

ウ
ィ

リ

ア

ム

ズ

は

白
人

女
性
を
前
に

し

て
、

問
題
の

核
心

に

触
れ

る

発
言
を

、

敢
え
て

し

な

け

れ
ば

な

ら

な

か
っ

た
。

　
「

残
念
な
こ

と

だ

が
、

黒
人

女
性
の

道
徳
問
題
に

触
れ

な

け
れ

ば

な
ら

な
い

。

」

と

始
め

、

彼
女
自
身
が

、

南
部
の

学
校
で

教

職

に

就
い

た

時
に

見
聞
き
し

た

経
験
か

ら
、

黒
人
女
性
が

道
徳
的
に

非
難
さ

れ
て

い

る

事
実
を

踏
ま

え
て

「

私
達
は

自
分
達
の

名
誉
を
自
分
達
で

守
ら

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　
　

　
　
　

　
　
　
（

マ

　
マ

）

な

け

れ

ば
な

ら

な
い

不
幸
な

立

場
に

あ

る

…

…

か
っ

て

奴
隷
で

あ
っ

た

女
達
が

、

二

五

年
間
自
分
達
の

自
由
の

た

め

に

闘
い

続
け
て

い

る

上
に

、

さ
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カ　

ら

に

自
分
達
の

道
徳
的

名
誉
を

守
る
こ

と

が

要
求
さ
れ

る
」

。

と

訴
え

た
。

　

ウ
ィ

リ
ア

ム

ズ

は
、

後
に

黒
人
新
聞
へ

の

投

稿
記

事
の

中
で

、

こ

の

時
の

講
演
を
さ
ら

に

発
展
さ
せ

た

議
論
を

展
開
さ

せ

て

い

る
。

南
部
で

の

強

姦
神
話
（

本
章
第
四

節
を

参
照
）

を

取
り
上

げ
、

犠
牲
は
い

つ

も

白
人

女
性
と

老
え

ら
れ

て

き

た

が
、

忘
れ

ら

れ
た

存
在
の

黒
人
女
性
は

、

奴
隷
制

時
代
以
来

、

現
在
も
変
わ

ら

ず
白
人

男
性
の

犠

牲
に

な
っ

て
い

る

こ

と

を
暴
露
し

た
。

自
人
の

家
庭
に

住
み

込

み
で

娘
を

働
き
に

出
す
南
部
の

黒
人

　

　

　

　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

　

　

　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ
箏

の

母
達
は

、

娘
を
守
っ

て

や
る

こ

と

も
で

き

ず
、

家
庭
内
の

白
人

女
性
は
、

さ

ら

に

頼
り

に

も
な

ら
な
い

状
態
に

あ

る

と

述
べ

て

い

る
。

ウ
ィ

リ

ア

ム

ズ

は
、

黒
人

女
性
は

被
害
者
で

は

あ
っ

て

も
、

責
め

ら

れ
る

こ

と
は

な
い

と

主
張
す
る

。

犠
牲
に

な
る

女
性
も

悪
い

と

言
う

よ

う

な
一

般
的
な

偏

見
を
も

、

攻
撃
し

て

い

る

と

言
っ

て

よ

い

だ

ろ

う
。
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（

3
）

「

黒
人
の

口
」

と
ハ

イ

チ

館

　

公
式
開
催
後

、

訪
れ

た

黒
人
達
は

「

喉
に

腫
れ

物
が

で

き

た
よ

う
な
」

拘
り

を
感
じ

て

い

た
。

自
分
達
の

展
示

は

会
揚
内
に

な

く
、

わ

ず
か

に
、

ニ

ュ

ー

ヨ

ー

ク
と
フ

ィ

ラ
デ
ル

フ

ィ

ア

（

剛

三
一

巴
Φ

な

猷
P
℃
 

目゚
）

出

身
者
の

縫
物
や

絵
画
の

出
品

、

黒
人
大
学
の

宣

伝
の

た

め

の
一

郭
が

あ
っ

た

だ

け

だ
っ

た
。

た
だ

、

彼
ら

に

と
っ

て

唯
一

の

慰
め

は
、

他
国
同

様
に

合
衆
国
政
府
か

ら

参
加
の

招
待
を

受
け

、

出
展
し

た
ハ

イ

チ

館

（

酔
 

　

　

　

　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

　

　

　
　

ぬ
　

出
繊
鉱

穹
℃
餌

幺
団
o
口

）

と

り
ベ

リ
ア

館
（

臣
 

＝
げ

Φ

ユ
p
口

℃

奚
田
o
づ

）

だ
っ

た
。

　

訪
問

者
と

し

て
、

レ

ス

ト

ラ
ン

や

娯
楽
施
設
で

差
別
を
受
け
た

か

ど

う
か

に

つ

い

て

は
、

当
時
の

黒
人

新
聞
の

記
事
を

検
討
し

た

ラ

ド

ウ
ィ

ッ

ク

ら

に
よ

れ
ば
、

一

例
以

外
に

な

か
っ

た

よ

う
だ

。

唯
一

の

例
は

、

レ

キ

シ

ン

ト

ン

（

い
 

臨
口
αq8

口

L
≦
霧
ω鹽
）

か

ら

来
た

黒
人
女
性
が
、

ケ

ン

タ
ッ

キ

ー

館
（

酔
 

囚

穹
岔
。

ξ
ゆ

巳
一

匹

冒
σq
）

で
、

入

館
を

拒

否
さ

れ

た
こ

と
で

あ
る

。

他
の

南
部
諸
州
館
で

も
、

同
様
の

黒

人

差
別
が

行
わ

れ
た

こ

と

だ

ろ

う
が

、

推

測
の

域
を

出
ず

、

新
聞
記
事
に

は

な
っ

て

い

な
い

と
い

う
こ

と

だ
。

飲
食
店

、

公
共
の

宿
泊
施
設
な

ど

で

の

差
別
例
は

新
聞
記
事
に

な

　

　

　

　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

　

　

　

　
　
　
　
　
　
　

お
　

ら

ず、

黒
入

達
訪
問

者
の

不

満
の

声
は

、

万
博
の

運

営
方
法
に

集
中
し

て

記
事
に

さ

れ
て

い

る
。

　

こ

れ

ら
の

不
満
や
怒
り
の

声
に

応
じ

る

企
画
と

し

て
、

万

博
委
員
会
は

、

「

黒
人
の

日
」

（

卑

090

黠
山

言
玄
冨
 

U
節

頴

p

乞
 

雙
oU

曙
）

を

一 156一



Komazawa University

NII-Electronic Library Service

Kom 三1z 三1w 三1　 Umversrty

設
定
し

た
。

し

か

し
、

黒
人

達
の

不
満
は

頂
点
に

達
し

て

い

た

た

め
、

「

黒
人
の

日
」

の

発
想
を

、

見
下
さ

れ

お

情
け
で

設
定
さ
れ

た

企

画

（

 

．．
巳
σq
σq

霞
匹
9。
団、、
）

と

し

か

捉
え

ら

れ

な
か
っ

た
。

こ

の

企
画
の

内
容
に
つ

い

て

は

ダ
グ

ラ
ス

に
】

任
さ
れ
た

。

彼
は
ハ

イ

チ

公

使
の

経
験
（

入

九
年

九
月
〜
九
一

年
七

月
）

が

あ

り
、

ハ

イ

チ

政
府
代
表
と

し
て

ハ

イ

チ

館
の

運

営
に

携
わ
っ

て

い

た
。

　

「

黒
人
の

日
」

の

企
画
を
ダ
グ

ラ
ス

が

承

諾
し

た
こ

と

で
、

黒
人

知
識
人
の

問
で

議
論
が

起
こ

る
。

彼
ら
に

と
っ

て
、

こ

の

企
画
は

決
し

て

望
ま

し
い

も
の

で

は

な
く

、

む
し

ろ

黒
人
に

は

屈

辱
だ

と

考
え
た

。

そ
の

先
頭
に

立
っ

た
の

は

ウ
ェ

ル

ズ

で
、

黒
人

新

聞
の

編
集
者
達
も
賛
同
し

た
。

全

て

の

参
加
館
が

、

そ

れ

ぞ

れ

特
別
の

企
画
日

（

帥

宙

、．
山

畠、、
）

を
設
け
て

い

た

が
、

参
加
館
を

持
た

な
い

黒
人
が

、

特
別
企
画
だ

け

参
加
す
る

の

は

お

か

し
い
、

「

合
衆
国
白
人
の

日
」

の

企
画
が
な
い

の

に
、

「

合
衆
国
黒
人
の

日
」

が

あ

る

の

は

ど

う
い

う
こ

と
か

、

な

ど

の

疑
問
を
掲
載
し
た

黒
人

　

　

　
　

　　
　
　

新
聞
も
あ
っ

た
。

　

九

三

年
八

月
二

五

日
の

当
日

、

ウ
ェ

ル

ズ

ら
、

批
判
派
の

黒
人
は

欠
席
し

た
。

企
画
の

中
心

は
、

ダ
グ

ラ
ス

の

講
演
だ
っ

た
が

、

呼
び

物
も
い

く

つ

か

準
備…
さ

れ

た
。

新
進
の

有
望
な

詩
人
ダ
ン

パ

ー

（

℃
知

三

い

瞿
H

窪
8Uo

づ

ぴ

貰
）

に

よ

る

「

黒
人
」

（ 、．
日
げ
Φ

Oo

ざ
目

Φ

傷

諺
ヨ
の
H

器
9
昌、、

）

と

題

　

　

　
　

　

　

こ

さ

れ

た

詩
の

朗
読

、

コ

ン

サ

ー

ト

歌
手
の

バ

ー
レ

イ
（

缶

鍵
q8
°

切

霞
一

Φ
一

αq
げ

）
、

プ
ラ

ト

（

ζ
巴
口

日
Φ

U
Φ

幕
臨
p

勺
一

讐
o
）

に

よ
る
コ

ン

サ
ー

ト

で

　

　

　
　

　

　
　

　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　
　
　

あ
っ

た
。

　
「

黒
人
の

日
」

の

企
画
に

批
判
的
な

新
聞
も

、

コ

ン

ナ
ー

ト

だ

け

は

絶
賛
し

た
。

　

ダ
グ

ラ
ス

は

講
演
の

中
で

、

万
博
開
催
を

決
し

て

讃
え
る

こ

と

な

く
、

む
し

ろ

非
難
し

て
、

い

か

に

黒
人
が

排
除
さ

れ

た
か

を

訴
え
た

。

　
「

こ

の

　

　

　
　

　

　
　

　

　

　
　
（

マ

　
マ

）

国
は
、

人
口

の

十
分
の
一

の

八

百

万
人
の

存
在
を
無
視
し

て

い

る
。

こ

の

国
家
建
設
の

時
に

自
ら
の

労
働
を
捧
げ

、

共
に

努
力
し

て

き
た

我
々

黒
人

　

　

　
　

　

　
　

　

　

　
　

　
　

は
、

今
だ

に

抑
圧
さ

れ
て

い

る
。

」

　

翌
朝、

薪
聞
に

掲
載
さ

れ

た

講
演
記
録
を

読
ん
だ

ウ
ェ

ル

ズ

は
、

黒
人
の

合
衆
国
へ

の

貢
献
を

讃
え

、

万
博
で

の

排
除
を

聴
衆
に

示
し

た

そ
の

内

容
に

深
く

感
激
し

た
。

そ

し

て

自
分
自
身
の

若
さ

故
の

軽
率
な

ダ
グ
ラ
ス

批
判
を
恥
じ

、

す
ぐ
に

謝
り
に

出
か

け
て

い

る
。

　
「

黒
人
の

目
」

の

企

画
を

受
け
た

の

は
、

五

十

年
以
上
も

黒
人
の

権
利
獲
得
闘
争
を
重
ね

て

き
た

偉
大
な

指
導
者
の

、

賢
明
な
選
択
で

あ
っ

た
こ

と

に

気
づ

い

た
の

だ
。

　

　

　
　

　

　
　

　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　
む
　

「

一

片
も
な
い

よ

り
、

た

と

え

半
分
で

も
パ

ン

を
手

に

入

れ
る
」

こ

と

か

ら

始
め

、

最
終
的
に

自
分
の

目

標
達
成
に

よ

り

近
づ

く

と
い

う
方
法
を

、
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学
ぶ

の

で

あ
っ

た
。

　

（

4
）

　
『

黒
人

が
コ

ロ

ン

ビ

ア

万

博
に

参
加
し

て

い

な
い

理

由
』

　

黒
人
も

黒
人
女
性
も
万

博
参
加
を

拒
否
さ

れ

た

現
実
を

、

全
世
界
か

ら
の

万

博
参
加
者
及
び

見
学
者
に

知
ら
せ

る

た

め

の

方
法
を

、

フ

レ

デ

リ
ッ

ク
・

ダ
グ

ラ
ス

と

相
談
し

た

ウ
ェ

ル

ズ

は
、

小

冊
子

作
成
を
決
意
す
る

。

全
米
の

黒
人
新
聞
社
経
由
で

、

一

般
の

黒
人
か

ら

小
冊
子

印
刷
の

た

め
の

寄
付
を

集
め

る

よ

う
、

各
社
に

依
頼
す
る

。

外
国
か

ら
の

訪
問
者
の

た

め
に

、

英
、

仏
、

独、

西
語
に

翻
訳
し

、

無
料
配
布
す
る

と

い

う
予
定
で

、

寄
付
の

目
標
額
は

五

千
ド
ル

に

設
定
さ

れ

た
。

　
し

か

し
、

依
頼
を

受
け

た

黒
人

編
集
者
達
の

中
で

も
賛
否
両
論
に

分
か

れ

た
。

反
対
理

由
は

、

様
々

で

あ
っ

た
。

万
博
開
催
に

関
連
し

た

差
別
に

憤
り

を

見
せ
、

　
「

合
衆
国
の

ど
の

マ

イ

ノ

リ

テ

ィ

も
こ

の

よ

う

な

小

冊
子
を

作
成
し

て

は

い

な
い

。

作
成
す
る

こ

と
で

、

黒
人
差
別
を
世
界
に

知
ら

せ

て
、

逆
に

黒
人
は

世
界
の

笑
い

者
に

さ

れ

な
い

か
。

」

と
の

疑
問
を

出
し

、

『

メ

ソ

デ
ィ

ス

ト
・

ユ

ニ

オ
ン
』

（

爵
 

さ
ミ
o

ミ
鴇

q
ミ

§
）

の

編

集
者
は

、

「

我
々

は
、

合

衆
国
市
民
と

し

て

シ

カ
ゴ

へ

行
く

。

」

と

断
言
し

た
。

ま

た
、

五

千
ド

ル

も
の

寄
付
が

集
ま
る

の

な

ら
、

小

冊
子

作
成
よ

り

も
っ

と

賢
明
な
使
途

、

例
え
ば

孤
児
院
建
設
な

ど

を

考
え

た

方
が

よ
い

、

と
い

う
意
見
も
出
さ

れ
た

。

あ

る

い

は
、

日

銭
稼
ぎ
を
し

て

い

る

黒

人
達

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

　

　

　

　
　
　
　
　
　
　
　

れ
　

か

ら
、

た

と

え

小
銭
で

も
寄
付
を

集
め

る

こ

と

は
で

き

な
い

、

と

い

う

意
見
も
出
た

。

　

資
金

調
達
の

依
頼
か

ら

四
ヵ

月
後

、

集
め

た

寄
付
は

「

ほ

と

ん

ど

な
い

の

と
、

か

な
り

多
い

と
の

中
間
程
度
」

で
、

英
語
で

の

発

行
が

や
っ

と

の

状
態
で

、

無
料
配
布
は

望
め

な

か
っ

た
。

何
千
部
も
の

小
冊
子
が

売
ら
れ
た

が
、

多
く
は
ハ

イ

チ

館
の

前
に

座
っ

て

売
り

続
け

た

ウ
ェ

ル

ズ
の

努
力

　
　
　
　

　
　

に

負
っ

た
。

小

冊
子
は

『

黒
人
が
コ

ロ

ン

ビ

ア

万
博
に

参
加
し
て

い

な
い

理

由
』

（

→

ぎ
肉

§
恥

§

謬
ミ
恥

O
ミ
o

蕊
亀

国
ミ

ミ
請

§
隠

き
こ
蕊

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

　

　

　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

　

　

　

　
　
　

（

43
）

蕁
帖

§
ミ
織．
防

Oo

ミ
§
ミ

§

畧
皀
ミ
§
）

　
と

題
さ

れ
、

副
題
は

ウ
ェ

ル

ズ

に

よ
っ

て

「

ア

メ

リ
カ

文
芸
へ

の

黒
人
の

貢
献
」

と

付
さ

れ

た
。

本

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

　

　

　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
44）

文
は

入
一

頁
か

ら

な

り
、

序
文
だ

け
は

仏
、

独
、

英
語
の

三

ヵ

国
語
で

書
か

れ
た

。

目

次
を
列
挙
し

て

み
る

。
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序

文
「

真
実
の

探
求
者
達
へ

」

序

章
社
会
的
地

位
を
定
め

た

法
律

囚
人

賃
貸
制
度

リ
ン

チ

法

奴
隷
解
放
後
の

黒
人
の

進
歩

そ
の

理
由

（

仏、

独
、

英
語
）

　
フ

レ

デ
リ
ッ

ク
・

ダ
グ

ラ
ス

ア

イ

ダ
・

B
・

ウ
ェ

ル

ズ

ガ

ー

ラ
ン

ド
・

ペ

ン

F
。

L
・

バ

ー

ネ
ッ

ト
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ウ
ェ

ル

ズ

の

夫
と

な
る

バ

ー

ネ
ッ

ト

に
よ

る

第
六

章
は

、

本
章
第
一

節
で

多
く

引
用
し

た

よ

う
に

、

黒
人
女
性
の

女
性
館
へ

の

参
加
が

不
可

能
に

な
っ

た

過

程
を

、

詳
細
に

説
明
し

た
一

次
史
料
で

あ

る
。

同
時
に

、

一

八

九

〇

年
当
時

、

合

衆
国
人
口

の

一

二

％
近
か
っ

た
七

五

〇
万

人
の

黒
人
の

存

在
を

無
視
し

た
、

大
統
領
を
初
め

と
す
る

合
衆
国
の

姿
勢
に

、

怒
り

を

表
し

て

い

る
。

共
同
編

集
者
ペ

ン

（

H°

O
 
H

冨
⇔
庫

り
Φ

昌

ロ
）

に

よ

る

第
五

章
は

、

解
放
後
の

黒
人
の

各
界
で

の

活

躍
の

紹
介
記
事
で

あ
る

。

専
門
職

、

文
学
者

、

ジ

ャ

ー

ナ

リ
ス

ト
、

聖
職
者

、

熟
練
工

、

発
明
の

特
許
取
得

者
、

彫
刻
家

、

音
楽
家
な
ど

、

豊
富
な

資
料
と

統
計
を

用
い

て
、

各
界
に

進

出
し

た
黒
人
達
の

業
績
が

紹
介
さ
れ
て

い

る
。

　
本

節
で

は
、

本
稿
の

目

的
に

即
し

、

第
四

章
で

の

ウ
ェ

ル

ズ

の

主
張
を

検

討
す
る

に

と

ど

め

た

い
。

反
リ
ン

チ

運
動
家
と

し
て

の

活
動
を

、

生
涯

の

仕
事
と

定
め

、

こ

の

万
博
を
は

さ
ん
で

、

九
二

年
と

九

四

年
の

二

度
に

渡
り

イ

ギ
リ
ス

へ

も
講
演
旅
行
に

出
か

け
て

い

る

ウ
ェ

ル

ズ

は
、

小

冊
子

執
筆
で

こ

れ

ま

で

の

活
動
を

公

に

知
ら
せ
る

こ

と

に

な
る

。

　

無
法
時
代
に

行
わ

れ

て

い

た

私
刑
（

リ

ン

チ
）

が
、

再
建
終
了
後
の

南
部
で

、

黒
人

に

対
し

行
わ

れ
て

い

る

現
状
を

暴
露
し

て

い

る
。

リ
ン

チ

件

数
、

被
害
者
数

、

実
際
の

リ
ン

チ

例
の

詳

細
な
説
明
な
ど

、

南
部
の

現
実
を

知
ら

な
い

人
々

へ

の

告
発
が

な
さ

れ
て

い

る
。

リ
ン

チ
の

原
因
と

さ

れ

た
強

姦
神
話
（

黒
人

男
性
が

白
人
女
性
を
強
姦
し

た

と

信
じ

ら

れ
て

い

る

神
話
）

を
、

彼
女
の

現
地
調
査
に
よ

れ

ば

事
実
無
根
で

あ

る

場

合
が

ほ

と
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ん
ど

で

あ
っ

た
と

、

当
時
の

南
部
で

は

タ

ブ
ー

と

さ

れ

た

神
話
打
破
に

挑
戦
し

て

い

る
。

　

最
も

衝

撃
的
な

部
分
は

、

リ
ン

チ
さ

れ

木
に

吊
さ

れ

死
亡
し

た

黒
人

男
性
の

写

真
で

あ

る
。

回

り

に

は
、

リ
ン

チ

の

見
物
人
の

老
若
男
女
の

白
人

達
が

見
え
る

。

し

か

も
こ

の

写

真
は

、

リ
ン

チ

に

か

け

た

白
人

暴

徒
の
一

人
が

、

黒
人
の

状
況
改
善
の

た
め

に

尽
力
し

て

い

る
ニ

ュ

ー
ヨ

ー

ク

在
住

の

白
人
判
事
ト
ル

ギ

ー

（

≧
甑

貫

奢゚

→
o
β

お
 

Φ
）

宛
て

、

送
っ

た

も
の

で

あ

る
。

写
真
の

裏
に
は

、

年
月
日

と

場
所

、

リ

ン

チ

の

理

由
が

書
か

れ
て

あ

る
。

九
一

年
八

月
二
一

日
、

　
ア

ラ
バ

マ

州
ク

ラ
ン

ト
ン

（

Ω
譽
8
戸

≧
p
）

で

起
こ

っ

た

リ
ン

チ
の

被
害

者
は

、

自
人

女
性
を

強
姦
し

た

　
　
　

　
（

45
）

と

噂
さ
れ

た
。

事
実
の

真
偽
は

問
題
で

は

な

く
、

噂
だ

け
で

、

当

時
の

南
部
で

は

十

分

罪
深
い

と

さ

れ

た
。

　

再
建

期
に

選
挙
権
を
得

、

投
票
に

行
こ

う
と

す
る

黒
人
達
が

、

KKK

（

国
二

固
黄
国
冨

冨
）

に
よ

る

リ
ン

チ
の

対
象
に

な
っ

た
こ

と

と

比

較

し

て
、

ほ

と
ん

ど

同
じ

こ

と

を
さ

れ

る

と

述
べ

な

が
ら

、

KKK

と

リ
ン

チ

暴
徒
と

の

著
し

い

相
違
点
を

挙
げ
て

い

る
。

KKK

が

白
い

頭
巾
を

被

り
、

夜
の

暗
闇
で

行
う
の

に

比
べ

て
、

暴
徒
は

リ
ン

チ

を
予

告
し

て
、

白
昼
堂
々

と

行
う

。

実
際

、

リ
ン

チ

が
予

告
さ

れ

た

場
合

、

休
校
に

し

て
、

　
　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　
　

小
学
生
達
を
担
任
が

引
率
し

て
、

黒
人

リ
ン

チ
の

見

学
に

来
た

な

ど

と
い

う
、

テ

キ

サ

ス

州
の

例
が

あ

る

く

ら
い

だ
。

　

こ

う
し

た

リ

ン

チ
の

例
を

挙
げ
る

こ

と
が

小

冊
子
作

成
の

目
的
で

は

な

く
、

彼
女
が

呼
び
か

け
た

か
っ

た
こ

と
は

、

リ

ン

チ

撲
滅
の

方

策

で

あ

る
。

南
部
で

、

無
法

状
態
で

行
わ

れ
て

い

る

こ

と

に

対
し

、

法
律
を
強
化
す
る
こ

と

は

急
務
だ
が

、

白
人

、

黒
人
を
問
わ

ず
全
て

の

人
が

法
の

も

と

　
　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　
　

　
　
（

47
）

に

公

正

な
裁
き

を

受
け

ら

れ

る

た

め
の

法
律
を
強
化
し

よ

う
と

す
る
一

般
の

人
々

の

意
向
こ

そ
が

必

要
で

あ
る

と
、

章
末
で

訴
え
て

い

る
。

　

ウ
ェ

ル

ズ

自
身
が

「

孤
独
な
」

反
リ
ン

チ

運
動
を

繰
り

返

し

な

が
ら

も
、

一

向
に

衰

え
な
い

南
部
で

の

黒
人

リ
ン

チ

に

対
し

、

小
冊
子

を
一

冊
で

も
多
く

配
布
す
る

こ

と

で
、

事
実
を
一

人
で

も

多
く
の

人
に

伝
え
、

草
の

根
レ

ベ

ル

で

リ

ン

チ

反
対
の

気
運
を

盛
り

上
げ
た
い

と
い

う
、

ウ
ェ

ル

ズ

の

熱
意
が

文
面
に

読
み

取
れ

る
。
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四

　
お

わ

り

に

シ

カ
ゴ

万

博
（

一

八

九
三
）

に

関
わ
っ

た

黒
人

女
性
の

中
か

ら
、

二

人
を

選

択
し
て
、

各
々

の

立

場
を

検
討
す
る
こ

と
に

よ
っ

て
、

一

九
世

紀
末
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の

黒
人

女
性
の

状
況
を
考
察
す
る

こ

と
が

、

本

稿
の

目

的
で

あ
っ

た
。

　
ウ
ェ

ル

ズ

と

ウ
ィ

リ

ア

ム

ズ

と
い

う
、

同

時
代
の

シ

カ
ゴ

で
、

共
に

黒
人
の

権
利
獲
得
の

た

め

に

活
躍
し

た

黒
人

女
性
が

、

そ
の

生
い

立
ち

や

生

活
環

境
に

よ
っ

て
、

異
な
っ

た

手
段
を

用
い

て
、

運
動
を
行
っ

て

い

た
こ

と

は
、

す
で

に

検
討
の

通
り
で

あ
る

。

ウ
ェ

ル

ズ
は

、

黒
人
の

人
間
と

し

て

の

権
利、

リ
ン

チ

の

被
害
か

ら
の

防
御

、

生
命
の

保
護
な

ど

に

活
動
の

重

点
を

置
い

た
。

ウ
ィ

リ

ア
ム

ズ

は
、

女
性
と

し

て

の

名
誉
回
復

、

北
部

の

黒

人
女
性
に

よ

る

南
部
の

黒
人

女
性
の

身
体
的
保
護

、

黒
人
女
性
の

雇
用

獲
得
と

知
的
活
動
へ

の

参
加

、

白
人

女
性
と

の

共
闘
に

よ

る

権
利
獲
得

な

ど

に

焦
点
を
当
て

た
。

　

彼
女
達
の

主
張
の

中
で

、

共
通
し

て

利
用
し

た
の

は

南
部
に

お

け
る

「

強
姦
神
話
」

で

あ
っ

た
。

同
じ

神
話
打
破
を

試
み
て

も
、

そ
の

着
眼
点
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

　

　

　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

　

　

　

　
　
　
　
　
　
　
　

異
な
っ

て

い

た
。

ウ
ェ

ル

ズ

は
、

黒
人
男
性
と

白
人

女
性
の

場

合
に

着
目
し

、

南

部
の

タ

ブ
ー

へ

の

挑
戦
を

試
み

た
。

ウ
ィ

リ

ア
ム

ズ

は
、

黒
人
女

性
と

鼠
人

男
性
の

場
合
に

着
目
し

た
。

前
者
は

大
半
が

で
っ

ち

上

げ
で

、

白
人

女
性
が

被
害
者
と

い

う
例
は
ご

く
稀
で

あ
っ

た
こ

と

は
、

ウ
ェ

ル

ズ

　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

　

　

　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

　

　

　

　
　
　
　

　
　

の

調
査
で

明
白
だ
っ

た
。

し

か

し

後
者
は

、

黒
人

女
性
は

必

ず
犠
牲
者
と

な
り

、

誰
か

ら
の

救
い

も

な

か
っ

た
。

　

南
部
の

タ

ブ
ー

へ

挑
戦
し

た

ウ
ェ

ル

ズ

は
、

常
に

自
分
の

身
の

危
険
と

背
中
合
わ

せ

で
、

　
「

ピ

ス

ト

ル

を

携
帯
し

た

ジ

ャ

…

ナ

リ
ス

ト
」

で

あ
り

続
け
た

。

一

方、

ウ
ィ

リ

ア
ム

ズ

は
、

白
人

女
性
に

向
か
っ

て
、

彼
女
達
の

夫
の

非
を

公

表
す
る

こ

と

を
試
み
は

し

た

が
、

自
分
自
身
の

人
種
と

性

へ

の

名
誉
回
復
が

大
き
な

目
標
で

あ
っ

た
こ

と

に
は

変
わ

り

な
い

。

南
部
の

白
人
男
性
に

直
接
訴
え
る

と

い

う
方
法
を

取
ら

な

か
っ

た
こ

と

で
、

迂

回
的
な
差
別
撤
廃
運
動
に

留
ま
っ

た
こ

と

も

事

実
だ

。

女
性
の

立
場
に

拘
っ

た

が
た

め

に
、

よ

り

大
き

な

問
題
で

あ
る

人

種
差
別
の

た
め

の

活
動
展

　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

　

　

　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

　

　

　
　

　　

開
が

弱
っ

た

と
い

う
面
も
あ

る
。

彼
女
の

発
想
は

、

北
部
に

住
む

「

伝
統
的
な

黒
人
エ

リ

ー
ト

の

発
想
」

を

越
え
た

も
の

で

は

決
し

て

な
か
っ

た
。

　
し

か

し
、

両
者
と

も
、

黒
人
差
別
に

伴
う
精
神
的

、

肉
体
的
被
害
の

防
止

を

活
動
の

第
一

目
的
と
し

た

点
で
、

共
通
し

て

い

る

こ

と
は

確
か

で

あ

る
。

直
接
行
動
を
起
こ

し
、

問
題
の

核
心

に

体
当
り
し

た

ウ
ェ

ル

ズ

を
「

急
進
派
」

と

言
う
な

ら
ば

、

ウ
ィ

リ
ア

ム

ズ

は

「

穏
健
派
」

と

も
言
え
る

だ

ろ

う
。

シ

カ
ゴ

万
博
に

参
加
で

き

な

か
っ

た

と
い

う
事
実
を

出
発
点
に

、

ウ
ィ

リ

ア
ム

ズ
は

、

小

さ

な

チ
ャ

ン

ス

を

最
大
限
に

生
か
し

、

た

と

え

聴
衆
が

白
人
女
性
に

限
定
さ

れ

た

と

し
て

も
、

黒

人
女
性
の

立
場
を
明
確
に

し

た

効
果
は

大
き
か

っ

た

は

ず
で

あ
る

。

一 161 一
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奴
隷
の

子
と
し

て

南
部
に

生
ま

れ
た
ウ
ェ

ル

ズ

は
、

常
に

下
層
階
級
で

生
活
に

苦
し

み
、

リ
ン

チ

の

危
険
に

お
び

え
る

黒
人

達
を

見

つ

め

続

け

た
。

彼
女
は

、

生
涯
こ

う
し

た

黒

人
達
の

た
め

に
、

反
リ
ン

チ

運
動
や
セ

ツ

ル

メ

ン

ト

活
動
を

行
っ

て

い

っ

た
。

晩
年
に

あ
っ

て

も
、

現
場
の

調

査

を

続
け

た

黒
人
女
性
で

あ
っ

た
。

自
由
黒
人
の

子

と
し

て

北

部
に

生
ま

れ

た

ウ
ィ

リ
ア

ム

ズ

は
、

南
部
で

教

職
に

就
く
ま
で
、

ウ
ェ

ル

ズ
が

見
つ

め

続
け
た

よ

う
な

黒
人
の

存
在

、

あ
る

い

は

差
別
の

状

態
を

知
ら

な
か

っ

た
。

彼

女
は

、

彼
女
な

り
の

活
動
で

、

女
性
と

し

て

の

権
利
獲
得
に

尽

力
し

た
。

知
識
階
級
の
、

時
と
し

て

白
人

社
会
で

も

生

き

た

彼
女
は

、

黒
人
女
性
と

し

て

の

自
分
自
身
を
最
大
限
に

成
長
さ

せ

た

女
性
で

あ
っ

た
。

　

シ

カ
ゴ

万

博
に

お
い

て
、

満
場
の

聴
衆
の

前
で

女
性
の

結

束
を

説
き
、

黒
入

女
性
の

汚
名
返
上
と

名
誉
回

復
の

た

め

の

講
演
を
し

た

ウ
ィ

リ

ア

ム

ズ

と
、

無
料
配
布
が

不
可
能
と

な

り
、

手

作
り
の

小
冊
子
を

、

見

学
者
と

し
て

会
場
に

入
り

、

ハ

イ

チ

館
の

前
に

座
り
込

ん
で

売
り

続
け
た

ウ
ェ

ル

ズ

と
、

一

九

世
紀
末
を

生

き

た

黒
人

女
性
二

人
の

生
涯
を
象
徴
し

て

い

る

よ

う

な

光
景
で

あ

る

と

言
え

る

だ

ろ

う
。
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注
（

1
）

　
大
島
良
行
『

ア

メ

リ
カ
ン

・

ホ

リ

デ
ー

i
そ
の

神
話
と

現
実
i

』

東
京
書
籍

、

一

九
八

七、

一

六

八

ー
冖

入
入

頁
。

同
書
で

は

こ

の

祝
日
の

起
源
を
一

七

九

　
三

年
の

三

〇
〇
年
祭
に

置
い

て

い

る
。

主

催
団
体
の

タ
マ

ニ

ー
・

ソ

サ
イ
エ

テ

ィ

の

構
成
メ

ン

バ

ー

の

ほ

と

ん
ど
が

カ

ト

リ
ッ

ク

教
徒
で

あ
っ

た
こ

と
が、

コ

ロ

　
ン

ブ

ス

と
の

共
通
点
だ

と

す
る
。

現
在
で

も
ニ

ュ

ー
ヨ

ー

ク

で

は、

イ

タ

リ

ア

系

移
民
を

中
心
に

大
パ

レ

ー

ド
が

あ
っ

た

り、

ロ

サ
ン

ゼ

ル

ス

で

は、

イ

タ

リ

ア

　
系
の

ス

タ
ー

が
イ

タ
リ

ア

国
旗
を
掲
揚
し

た

り
す
る

。

（

2
）

　
フ

ィ

リ
ッ

プ
・

ジ
ャ

カ

ン

著、

富
田

虎
男
監
修
『

ア

メ

リ

カ
・

イ
ン

デ
ィ

ア

ン

ー
奪
わ

れ

た

大
地
ー

』

創
元
社、

一

九
九
二
、

一

−
四

頁

（

日

本
語
版
監
修

者
序
文
）

。

（

3
）

　
日

本
の

ア

メ

リ
カ

研
究
者
に

よ

る

シ

カ

ゴ

万
博
を

対
象
と
し

た

論
考
に

は、

次
の

よ

う
な

も
の

が

あ
る

。

し

か
し

共
に

歴

史
学
の

分
野

外
の

論
考
と

言
え

よ

　
う

。

奥
出
直
人
『

一

八

九
三

年
シ

カ

ゴ

博
の

ミ

ッ

ド

ウ
ェ

イ

　
　
フ

ァ

ー

ス

ト
フ

ー

ド
・

レ

ス

ト

ラ
ン

の

デ
ザ
イ

ン

の

文
化
史
的
起
源

ー
」 、

『

ア

メ

リ

カ

研

　
究
』

、

第
二

二

号
、

】

九
八

八、

入

九
1
＝

二

頁
。

能
登
路
雅
子

「

フ

ェ

リ

ス

観
覧
市
と

鳳
凰

殿
　
　一

八
九
三

年
シ

カ

ゴ

博
覧
会
に

見
る
目

米
の

ナ
シ

ョ

ナ

　
リ
ズ
ム

　
　
」

本
間、

亀
井、

新
川

編
『

現
代
ア

メ

リ
カ

像
の

再
構
築
』

東
京
大
学
出
版
会、

］

九

九
〇、

一

二
一
二

ー
】

三

九
頁

。

ま

た
日

本
の

黒
入

史
研
究
家

　
で、

シ

カ

ゴ

を
研
究
対
象
と

し

た

業
績
に

は
、

次
に

代
表
さ
れ
る
一

連
の

竹
中
氏
の

研
究
が

あ
る

。

本
稿
執
筆
に

あ
た

っ

て

も、

多
く
の

ご

指
導
を

頂
い

た
。

こ

　
こ

に

深

く

感
謝
を

表
し
た

い
。

竹
中
興
慈
「

黒
人
政
治
の

境
界
性

ー
世
紀
転
換
期
か

ら
一

九
三

〇
年
代
半
ば
の

シ

カ

ゴ

黒
人
ゲ
ト
ー
　
　
」

　
『

北
九

州
大
学

外

一 162　
一
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国
語

学
部
紀
要
』 、

第
七

三

号、

一

九

九
一

年

＝

月
、

二

三

ー
七

六

頁
。

（

4
）

国’．

罫
図

＆
乱
昆

知

｝

属
 同
 

が
．．
囚
爰
犀

ζ
穹

ぼ

昏
 

．

芝
耳
 

Ω
2、
駒

罫
αq
円

。

霧

即

巳

O
。

ぽ
B
甑

瞿

国

老
。
°。

窰
。

PH

。。
O
・。、．°

§
、

§陰
（

b⊃
 ．

　

≦
ぎ冖
霞

峯
呂
）”．
。

蟄
凸
曾゚

A
口

衆
国
の

ア

メ

リ
カ

文
化
研
究
者
に
よ

る
シ

カ
ゴ

万

博
を
対
象
と

し
た

論
考
に
は

次
が

あ
る

。

冒
の

言
ω

∪°

Oo
Φ

昌
Φ

葺
Φ

．．
竃
楓
『
。。“

　

竃
碧
ぼ

澪
。゚

穹
匙

冨
爰
汀
厨
”

目
ゲ
Φ

Oo

『
ヨ
甑

穹

国
図

娼
o
ω

戮
o
昌

o
宀

HQ
。

O
ωu、．

智
ミ
試

ミ
◎

丶

ミ
袋

ミ
丶

O
ミ
ミ
鳶、
＜
o
ピ

ρ

HO

鵡導
℃
唱．

器
α

占
お
い

因
o
び
Φ

腎

宅゚

　

園
団
自
 

戸
．．

目
げ
 

芝
自
江”
ω

Oo

ξ
旨
び

冨
博

国
凶

℃
o
°・

置
o
昌

9
ド

QQ8

”

”
po
凶
゜。

け

d
浮

窪
Φ

暮
ぼ
巳
肖
σQ
°。

o
｛

餌

ご
8
鷲
餌

ロ

諺
富
嵐

舘
訂、、

冒
袋
、

蕊

ミ
◎

丶

》

ミ
恥

ミ
 

ミ
蕊

O
ミ・

　

ミ
羅

隔

く
oH

尸

巳
刈
OQ”
や

や
N
α
QoIb

σ
刈
α゚

（

5
）

匿
昌

ζ

塞
P
、、
bウ

苺
犀

毛
。

薨
三
ヨ
冨
、

毛
罫
 

O

芽、
、、”

智
ミ
毳

ミ

ミ

ト

§
、

§
蕊

 

ミ
ミ
俺

勲

（

。。魑

∪
Φ

P

お
諱
）

る
6
占
ω

8

（

6
）

　
国
内
外
の

ウ
ェ

ル

ズ

に

関
す
る

研
究
状
況
及
び

黒
人
女
性
史
研
究
の

現
状
に

関
し

て

は
、

拙
稿
「

反
リ

ン

チ
運
動
家
ア

イ

ダ
・

B
・

ウ
ェ

ル

ズ
」

立

教
大
学

　

史
学
会
『

史
苑
』

第
五
一

巻
第
「

号、

九
「

年
「

月、

二

四

−
四
｝

頁
を
参
照
さ
れ
た
い

。

同
時
期
に

次
の

ウ
ェ

ル

ズ

研
究
も
発
表
さ
れ
た

。

落
合
明
子
「

ア

イ

　

ダ
・

B
・

ウ
ェ

ル

ズ

と

世
紀
転
換
期
に
お

け
る

反
リ
ン

チ

運
動
の

展

開

ー
特
に

ア

ジ

テ

ー

タ
ー

と
し

て

の

地

位
を

確
立

す
る

初
期
の

活

動
を
中
心
に

ー
」

筑

　

波
大
学．
『

史
境
』

第
二

三

号
、

九
冖

年
一

〇
月、

一

ー
一

入

頁
。

（

7
）

．
δ
獸
。

農
。

h

蹄
日
p

降゚
。

置
Ob
。

自一゚
。

8
〈
 

曇
O
ぼ
畠
頓

90

。

pb

。

Q

二
。。

露、．”

9
ミ
ミ

§

ミ
缶
ミ
ミ

§℃
（

U
。

讀
ヨ

婁
O

耳
8
こ
Φい

冨
。

§
け

国

鱒
P

　

2°
鴫
己

這
◎o

焔

゜

噂．゚
薩

8。

（

8
）

　．．
Oo

冨
日
げ

ド
　

図

岩
o
ω

猷
o
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ミ
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O
ミ
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零
、
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ミ
§
ミ
越

鴫
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き
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9
（

O
ぼ
op

αqo

餌
昌
自

ピ
o
目
α

oP
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巳
く

臼
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ぼ
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℃

話
ω
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零
y
勺
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）

　

団

」
≦°

力
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山

≦
甘
犀

餅
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Φ
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．
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ド
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憲
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（
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）

　

蕁
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ω
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》
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昌

寓
9
ω
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．．

しU
『
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犀

鬢
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ω
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（
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）

　
二

〇．
世
紀
転
換
期
の

黒
人

女
性
の

活
躍
に

関
し

て

は
、

拙
稿、

．、
bd
訂

爵

芝
o

ヨ
Φ

ロ

ざ

〉
ヨ
霞
オ

き

出
搾
。

蔓
”

日

冨
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σQ

巳
｛
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碧
8
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幽

浮
Φ

日
⊆

蕁
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臣
 

　
鱒

孚
ゲ

O
 

三
信

．々．

浦
和
短
期
大
学
紀
要
『

浦
和
論
叢
』

第
七

号、

九
一

年
九

月
、

六
｛

i
七

六

頁
を
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照
さ
れ
た
い

。

（

14
）
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Φ
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鎌
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℃
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蠧
℃
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§
ミ
鳴

蕊簡

℃°
 
悼

ド

（

16
）
「

詳
細
は、

前
掲
の

拙
稿
「

反
リ
ン

チ

運
動
家
ア

イ

ダ
・

B
・

ウ
ェ

ル

ズ
」

を

参
照
さ

れ
た
い

。

同
稿
で

は

シ

カ
ゴ

万

博
ま
で

の

ウ
ェ

ル

ズ

の

半
生
を

老
察
し

　・

て

い

る
。

．

（
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）

．
掴

伽
鋤
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芝
O
宦
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丶
ミ
恥

魯
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誉
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鳴
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§
ミ
島

丶
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岸
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匹
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団

》
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円
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伍
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（
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げ

♂
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Φ
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什
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窪

8
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℃
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H

欝
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娼
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臨
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ゆ
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ウ
ェ

ル

ズ
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末
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が

編
集
し
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未
完
の
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あ

る
。
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毒
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O
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鶏
§
b

と

略

記

す

　

る
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ウ
エ

ル．
ズ
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結
婚
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姓
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し
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前
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匹
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ぐ
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亀
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1
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簿
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＜
Φ

宦
qり層

O
丶

ミ

鶏
“
馬゜

唱

噂゚

N
 
ら
Ib
⊃

O
 

∴

い
o

巳
ω

国゚

出
薗

臨
山

Po

山
己

冖
『
魯
鴨

切
も

O
冲
恥

丶

冖
『°
　

蕁
恥

瀞
賊

嵩
晦

音
蕊

　

§
馬

凌
障】
ミ鹽

働

（

d
円

1

　

び
薗

⇒

Pd

ゴ

罫．
o
｛

HF

℃
目

Φ

uり
o。冒
H
Φ

刈
 

ソ

℃

や
 
QoQQ

−

α
Q◎
O
壱

芝
 

目

P
．．

じdoo

犀
Φ
層

→°

鬢
四
〇励

げ

ぼ
αQ
阡

o
昌

9自
ロ

餌

】
国一
ロロ

O
臥
臥
og
。．．u

巴

Φ

℃

怯
昌

8
傷

ぎ
］
≦
出
匹
民

Φ

餌

H°
日
ゲ
O

旨
−

　

噂
ω

oP

§
肉．

串
　
亀
恥

ー

憩
、
ミ

ミ
｝

ト
ミ

髫
智

ミ
、

Oq

的
蝋

疑

魯
9
丶

亀
ミ

叫
ミ
罵

識

§
毳

寒
臨

き
養
§
嵩ヤ
NQo

℃
恥
1N

鴨
恥

P
　
（

bd
目

oo

犀

ぐ
尸

乞
Φ

司

磯
o
『

ぎ

O
節

覧
1

　

°。

穆
℃
偉

匡
尻
ゴ

ぎ
σq

診
。°

レ
 
OO

）

同
書
は

鴨
ぎ

審

き
ミ

§

ミ

§
§
織

的

ミ
紺
賜

鷏
亀
o

遣

い

ミ
篤

題

全
一

六

巻
中
の

第
一

五

巻
で

あ
る

。

ウ
ェ

ル

ズ
の
一

次
史

　

料
収
録
以
外
は

、

ソ

ン

プ
ト

ン

の

同
論
題
の

℃

掌
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（
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鉱
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需
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巳
凸
O
∴

宅
Φ
ω

8
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→

詳

襃
瓢
。

こ
 

歹

鵠
∴

最
初
の

全
国
規
模
の

組
織、

全
米
黒
人

女
性
協
会
（

目

冨

它

巴
8
匹

》
°・

ω

。

巳

讐
屮

O
ロ

亀

OO

ぎ
話
匹

　

毛
o

日
o
昌、
。。

Ω
障

げ
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の

活
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に
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る
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と
し

て
、
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、
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》
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『
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〇
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和
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叢
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第
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八
一
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照
さ
れ
た
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収
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。
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詞

く
O

臼
Φ

コ

O
幽

け

ゲ
 

　一
qP
一

8
匹

　
ω
骨

印
け

 
り。

ω

ぎ
O
 

　
廿

ず
 

国

目
⇔
O

ゼ
9
δ
口

 
HO9

餌

簣
妙
−

　

凱
O
口．層
d
＜
O
匡
傷甲
亀oOO

口
σq
目

 

の
ロ。

O
｛

”
 

O
吋

Φ

o。

Φ

口
冖

餌

昏
く
O

髫
O

日
 

昌、
Φ

9》

冨
鋤
団

♂

＜
犠
αq
ず
冖

ω
 

≦
P
目

　
（

O
げ闇
O
鋤
σqP

目

GQO

ω

y
　
喝

7
軽
も9
ω

1
しQ
『

　

尠
　
い
O
Φ

類
 

湿

げ
 

H
『q
　
⇔

昌
伽

　

切
O
αq
甘

P
Φ
山

切

こ

さ
簿
く
『
O
ミ

越

墨

喝

℃°
bD
刈
OIb

こ
刈

曾

（

32
）

　

丶
尊
眺

匙
己

卜⊇
刈

野

（

33
）

　

ぐ
刈

崖
貯

8q
囗り
．、
諺

ZO
腎
『
Φ
HP2

 
α身
吋

O 噸
o陰

諺
卓
δ

O
σ

ご
σq
鬥

p
口
げ
団 、曽
9

　

器

や
餌
目

匹
団

　
ρ

‘
O

畠
山

　
ぼ
　
O
¢
屑

畠
帥

　
『
Φ

目

詳
O
び

　
 

匹゚
”
　
切
ミ
亀

沁

　

き
ミ
Q
醤

　
篤

養

　

§
母
鴨

郎
ー

　

ミ
罷

ミ

§
％．

臨

b
亀
馬
ミ

ミ
Q
ミ

ミ
ミ

ミ
恥
鳳

O

透
b

（］
∠
 

芝

団
O
門

ぎ

℃
P
コ
叶

『
 

O
コ

切
OO

犀
9H

 

刈
悼
）
v

℃

や

H
 
卜
IH

 
 ゜

　
34
）

　

国
自
畠

白
ド
障

帥

ζ
 

屮

Φ

が

　．．
しd
賦
O
犀

ζ
国

冒噸凵噌
ら口

 
O．

A37

）

（ 　　（ 　　（

36　35
） 　　）

　

　

奪
匙
↓

QQ
α
刈゜

　

　

、
O
噺

犠
こ

ω

切
O
−
GO
 
O
∴

＜
 

 

宦
oα闇

O
ミ
恥

亀

軋
釣

や

HHQQ

鹽

　

　

芝
巴

『

孚
蕊
鼠
魯

昭
」
ミ
ー
HH

。。．

ダ
ン

パ

ー

は、

高
校
を

卒
業
し

た
ば
か

り
で
、

自
分
の

書
い

た

処
女
詩
集
『

オ
ー

ク

と

ツ

タ
』

（

O
慕

§
“

富
）

を

持
っ

て

万
博
に

来
た

。

し

か
し

、

万
博
開
催
中
に

自
分
の

詩
集
を

売
り
き
れ

ず、

ま
た

自
分
の

詩
へ

の

十
分
な

評
価
も

得
ら
れ
な

か
っ

た
と

落
胆
し

、

最
終
日

に
、

ウ
ェ

ル

ズ
の

所
へ

来
て

「

自
分
の

実
力
の

な

さ
が

よ

く

わ
か
っ

た
の

で、

こ

れ
か

ら
デ
イ

ト
ン

（

U
畠
什

8
）

へ

帰
っ

て、

ま
た
エ

レ

ベ

ー

タ

ー
・

ボ
ー

イ
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を
し

ま

す
。

」

と

言
い

残
し

た
。

数
ヵ

月
後、

こ

の

新
入
の

詩
集
が

ア

メ

リ
カ

文
学
界
の

長
老
ハ

ウ
ェ

ル

ズ

（

＜
『一
一
一一
P
日

】

）
 
9
コ

頃
O
毒
Φ
＝
ω

）

ラ
ン

テ

ィ

ク
・

マ

ン

ス

リ
ー

』

（
貯

げ
o

》
、

ミ
識
馬

さ
ミ

蕁
崎
）

誌
上
で

評
価
さ
れ
た

こ

と
を

、

ダ
ン

パ

ー

は

知
ら
な
い

。

（ 　 （

4342
） 　 　）

（ 　　（ 　 （ 　（

41　40　39　38
） 　 　） 　 　） 　 ）封

の

上、

子
は、

氏
が

大
英
博
物
館
で
コ

ピ

ー

な

さ
っ

た

も
の

を、

ご

好
意
で

郵
送
下

さ
っ

た

も
の

で

あ

る
。

前
掲
の

部
分
に
、

第
W
章
と

第
W
章
だ
け

は
収
録
さ

れ
て

い

る
。

　

醤 い
　　　　0

（ 　　（ 　　（ 　　（ 　　（

48　47　46　45　44
） 　　） 　　） 　　） 　　）

に

よ

っ

て

『

ア

ト

幻
二
q
≦
ぱ
犀

即
H

≦
巴
 

び
、驫

切

ド
o
吋

ζ
⇔

肖、．
”

ω
 
H．

奪
毳゚

芝
巴

『
　
O
ミ
旨

§
、

勺

や

PQ
◎
ー

旨
ρ

閃
信
伽

≦
げ
ぽ

庫

ζ
巴
霞Ψ
．．

切

ご
o

犀

竃
ρ

嶺、．”
しQq9

丶
い

ミ．
と

もQ
軌
 

1
⊆Q
 

8

現
存
す
る

小

冊
子
に

は、

五

年
後
の

九

八

年
八

月
三

〇
日
の

日

付
で

「

二

万

部
の

コ

ピ

ー
が

用
意
さ
れ
て

い

る

の

で、

希
望
者
は
三

セ

ン

ト
の

郵

送
料
を

同

　

　

ア

イ

ダ
・

B
・

ウ
ェ

ル

ズ
の

自
宅
宛
て

申
し

込
ん
で

ほ

し

い
。

」

と
あ
る

。

シ

カ
ゴ

万
博
の

残
部
を

配

布
し

続
け
て

い

た

よ

う
だ

。

現
在

、

こ

の

小

冊

　

合
衆
国
内
で

も

入
手

困
難
で

あ
る

。

筆
者
所
有
の

コ

ピ

ー
は

、

白
人

女
性

歴
史
家
で

黒
人
女
性
史
に

多
く
の

貢
献
を
し

て

い

る
ベ

テ

ィ

ナ
・

ア

プ
シ

カ
ー

　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　

日
ぴ
O

日
唱
ω

OP

§
し口゚

尋
駐
−

薯
丶
ミ
鴨

蠶

の

史
料
収
録
の

序
文
の

要
約
と

序
章
の

内
容
に

つ

い

て

は
、

前
掲
の

拙
稿
「

反
リ

ン

チ
運

動
家
ア

イ

ダ
・

B
・

ウ
ェ

ル

ズ
」

三

九
頁
を

参
照
さ
れ
た

い
。

→
融
q

黥
毳
ミい

導
ド

℃
唱゜

謹噌
G。

 
ー

しQ9

奪
ミ
こ

マ
ら。

Φ

∴

零
巴

ゲ

O
ミ
叡

恥

斜

§、
唱

 

c 。

や
Q。

9

蕁
ミ
こ

唱．
しQ
ゆ゜

ウ
エ

ル

ズ

の

強

姦
神
話
打
破
の

詳
細
な

経
過
に
つ

い

て

は
、

前
掲
の

拙
稿
「

反
リ
ン

チ

運

動
家
ア

イ

ダ
・

B
・

ウ
ェ

ル

ズ
」

三

三

i
三

六

頁
を

参
照
さ
れ
た

　

　
　

宅
Φ

房”

O
ミ
逵
譜植

ゆ゜

ざ．

ウ
ェ

ル

ズ

は、

南
部
の

黒
人

女
性
に

つ

い

て

も
着
目
し
て
、

次
の

よ

う
に

述
べ

て

い

る
。

　
「

奴
隷
制
時
代
か

ら、

白
人
男
性

　
は

当
然
の

よ

う
に

黒
人
女
性
を
強
姦
し

て

き
た

。

現
在
も
そ
れ
は

続
い

て

い

る

が
、

黒

人
で

あ
る

た

め
に

教
会
も
州
も
新
聞
も
取
り
上
げ
る

こ

と

も
し

な

い
。

」

　
（

前
掲
三

五

頁
。

）

（

50
）

　
Go
螂

霽
が

愚゚
帖
ひ
層゜
 

ρ

　

　
ω

需
9
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爵
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8
切
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》
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犀
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日
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8
＜

曾
鴇

ぴ

霞
匹
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σq
雲

山

旨
ら

騨
B
℃

o

猛
算
娼

二

日
ph

団

ω

o

爰
8
ω屮

ひ
Φ

80
冤

o
出

芸
 

　
OpB

℃

匿
 

戸

→
魯
鳴

陶

ミ
旨
嵩

謬
帖

誉
鴨

9曽
ミ
ミ

｝

ミ

ミ 
ミ
ミ

蹄

〉

む
帖

帖

謡

き
鳴

§
丶

ミ．
恥

Oo

ミ
§
騨

旨
蕊

肉

愚
黥

ミ
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§
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